


[image: ]









妖精に攫われた不思議系王女が再建を誓う賢王に嫁いだら









［著者］木野美森

［イラスト］白皙














　もくじ




一

二

三

四

五

六


















一












　馬車の窓から外を眺めていた侍女のアマラが不安そうな顔で振り向いた。

「姫さま……」

「どうしたの？」

　アマラはなんと言っていいのかといった様子で口を開く。

「その、話には聞いておりましたが、実際に目にしてみると……」

　アマラは主人であるメローネに気をつかってだろう、それ以上言葉にしなかった。だが、言いたいことはよくわかった。

「荒れた土地が続いているのね。痛ましいことだわ」

　わざわざ窓の外を覗いてみなくても、このタルキス王国ではもうすぐ季節は初夏になろうというさわやかさなど感じない、寒々しい景色が続いているのだろう。

「あの、姫さまは、心配ではありませんの？　これから嫁ぐかもしれない国のことですのに？」

「心配？　なにを心配することがあるの？」

　そう言うとアマラが言葉に詰まったように黙った。

「冬が過ぎれば春が来るように、荒れ地もやがて甦るわ。もちろんそれまでに苦労はあるでしょうけど」

　メローネが生国であるロンダルシア王国を発ってから今日で七日。

　そろそろこの旅も終わり、嫁ぎ先であるタルキスの王城へと着く頃だ。

　アマラが心配するように、思ってもみない困難が待っているかもしれない。

　それでも、メローネの胸は期待に高鳴っていた。










「陛下、陛下はいずこ」

　侍従長の声にカレルは手を止め顔を上げた。

「ここだ、侍従長」

　そう呼ばわると、侍従長がせかせかと走ってきた。

「なにをしておいでなのですか！」

　年老いてもまだまだ元気に侍従長を務めるだけあって国王であるカレルに対する物言いも容赦ない。

「なにと言われても、城壁の修復をしているんだ。ほら、見てみろ。ずいぶんとよくなった」

　カレルは城壁を見上げた。

　内乱の戦闘で打ち壊されてしまった城壁だったが、これまで資材の石が足りずになかなか修復することができないでいたのだ。まずは雨風もしのげなくなった民の家や、壊された石橋の修復に資材を優先して使い、やっとここまで手が回るようになった、とカレルは感慨深かった。

「それはようございましたが、陛下。もうすぐロンダルシア王国の姫君が到着するとの知らせが参りました」

　カレルははっとした。

「もうそんな時間か」

　朝から何度も昼過ぎにロンダルシア王国の姫がやってくる予定だと、この侍従長に言い聞かされていたのに、すっかり失念していた。

「なにをそんなのんきに構えておいでなのですか」

　侍従長の小言にため息をついてカレルは肩を上げる。

「のんきなのではない。姫の到着を心待ちにしたところで無駄だろう。どうせこの国の窮状を見れば尻込みするに決まっている」

　この国は、二年前に特権意識が強く横暴な貴族たちが起こした反乱ですっかり荒れ果てていた。

　争い事を嫌い、貴族たちに強く出ることができなかったカレルの父王が急逝すると、反乱が起きたのだ。

　貴族たちはカレルの即位に難癖をつけて反対し、傀儡となる王をたてようとしてきた。カレルはそんな貴族と真っ向から衝突し、反乱は激化した。

　軍馬に畑を荒らされ、街や村は貴族たちの雇った傭兵たちに略奪の限りを尽くされてしまった。それでも、長く続いた貴族たちの専横の時代は終わり、ようやく立ち直ってはきたが、いまのこの国には華やかなものなどなにもない。

　まだ年若い王女が嫁いできたところで共に苦労を分かち合い国を再建するなど無理に決まっている。

　カレル自身にも、妻にそんな苦労をさせたくなかった。

「ですが、陛下には少しでもはやく王妃さまを迎えていただかなくては……」

「わかっている」

　もちろんカレルとて国王の義務としてそれは重々承知している。

　ただ、国を建て直すまでは、と思いずいぶん先延ばしにしてきてしまったのだ。そんなカレルにしびれを切らし、この侍従長が大臣と相談し、周辺国に縁談を持ち込んだのだ。国の再建には助力が必要となる。豊かな国の王女に嫁いできてもらうのが都合がよいのだが……。

　侍従長たちははっきりと言わないが、いくつもの国にすげなく断られたり、音沙汰すらない国もあったりしたようだ。

　その中で、たったひとりロンダルシアという国の王女だけが結婚に前向きだと返信してきたという。

　カレルは信じられなかった。

　ロンダルシアの国土はそれほど広くないが、その歴史は長く古い国だと聞いている。タルキスからは馬車で一週間ほどかかることもあり、これまで特に国交を持ったことはない。

　侍従長と大臣は、年頃の王女がいる国にとにかく手当たり次第に親書を送ったようだった。

　それにしても、なぜロンダルシアの王女はこの結婚話を受けたのだろう、とカレルは不思議だった。

　少々距離のある国とはいえ、少し調べればこのタルキスが豊かな国ではないとわかるはずなのに。

　だとすれば、ロンダルシアの王女の方にもなにか事情があるのかもしれない。

　カレルはそう睨んでいた。

　侍従長に急かされ、馬車が到着する城の広場まで足早に歩きながらカレルはそんなことを考えていた。










「もうすぐ王城ね」

　メローネは窓に顔を近づけてみた。

　王城のある街は、さすがにこれまで通ってきた村々とは違って活気があった。だが、人々の歓迎の声は少ない。皆戸惑ったような様子で、道端から騎士を引き連れたメローネの乗った馬車を見ている。

　まだこの国は、国王の結婚を心からよろこべるような状態ではないのだ。

　街中を過ぎると、馬車はゆっくりと小高い丘の上にある城への道を跳ね橋を渡って進み、石造りの城門をくぐるとようやく止まった。

「到着です。おでましを、メローネ姫」

　護衛の騎士が馬車の扉越しに声をかけてきた。

「ありがとう」

　そう言ってからアマラに髪やドレスを整えてもらい、ようやく騎士に合図を送って扉が開かれる。

　さすがのメローネも緊張してどきどきする胸を押さえた。

　なにしろこの先に待っているのは、将来の夫となる人なのだ。

　メローネは大きく息を吸って吐き、気を落ち着かせてから馬車を降りた。

　そうしてタルキスの地を一歩踏みしめた時、突然風が巻き起こり、せっかく整えた髪が顔にかかってメローネは目を伏せた。

　するとざわめきが起こり、おそるおそる目を開けると辺りに花びらが舞っていた。

　色とりどりの花びらがメローネを飾るように降り注いでくる。

「な……」

　思わぬことが起こり呆然としていると、同じく呆然としてメローネを見ている多くの視線に気づいた。

　その中のひとり、背の高い青年が、じっとメローネを見ている。噂に聞いた通り精悍で男らしく端正な顔立ち。風に乱された髪は漆黒。彼こそ、メローネの結婚相手となるカレル国王のはずだ。

　メローネはあわててカレル国王に言った。

「お初にお目もじつかまつります、タルキスのカレル国王陛下。ロンダルシア国から参りました、わたくし、メローネと申します」

　国王の前に進み出て片膝をつく。

「こうしてお目にかかれる日を心待ちにしておりました」

「あ、ああ」

　ようやく我に返ったようにカレルが手を差し出してきた。

「ようこそ、タルキスへ。ロンダルシアのメローネ姫」

　メローネはうやうやしくその手を取り、立ち上がってカレルと目を合わせた。

「メローネ姫、いまの花吹雪は……」
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「え、あ、あれは、その……わたくしは、てっきりタルキスの皆さまの歓迎の印かと」

　カレルが背後に控える侍従らしき男を振り返った。侍従はなにもしていないとばかりに首を横に振っている。

「いや、申し訳ないが、こちらはあのような趣向は凝らしていない」

「でしたら、風のいたずら……でしょうか」

　メローネは曖昧に微笑んだ。

　カレルは信じられない、といった表情で辺りを見回していたが、すぐに気を取り直したように言った。

「長旅でお疲れであろう。まずは城を案内がてら部屋へお連れしようと思うが、いかがかな」

「陛下、御自ら……ありがとうございます」

　ドレスをつまんでお辞儀し、先に立って歩くカレル国王にアマラを伴いついていく。

　城は重厚な石造りで長い歴史を感じさせるたたずまいだ。

　ただ、ひっそりとしていて少し寂しい気もする。

「石造りの城が珍しいだろうか？　姫の住まうロンダルシアの王宮は瀟洒しょうしゃで美しいと聞いたことがある」

　カレルが足を止め振り返った。

「ご存じなのですか？」

「実際に訪れたことはないが、噂ではたおやかでやさしい雰囲気の王宮だと」

　さすが国王ともなると遠い国のこともいろいろと知っているのだ、とメローネは感心した。

「蔦の意匠があちこちに取り入れられていて、『蔦の王宮』とも呼ばれております」

　カレルはなにか言いたげにメローネを見ていたが、また歩き出した。

　そうして通りがかった中庭には明るい日差しが降り注ぎ、うららかな雰囲気に包まれている。

　そんな中、植え込みががさがさと揺れていてメローネは足を止めた。なにかと思えば、小さな子どもたちが押し合いへし合いしながらこちらを覗き見ている。

「子どもたちが……」

　その言葉にカレルが立ち止まると、子どもたちは素早く身を隠してしまった。

「まあ……」

　まるで子リスの兄弟たちのようで微笑ましく顔がほころんでしまう。

「すまない。あの子どもたちは、親を亡くしたり住むところがなくなったりと行き場のない子たちなのだ。いまは城の一角で面倒をみている」

　またじっとカレルがメローネを見つめる。

　その目はなにか問いかけているようだったので、メローネも思ったことを口にした。

「そうなのですね。彼らのためにわたくしでもなにかできることはございますか？」

「え？」

　目を瞠るカレルにメローネはもう一度言った。

「私になにかできることがあればと思いまして。遊び相手でも、そう、本を読んであげたり、読み書きをおしえてあげたりもできますわ」

「あなたが？　あなたはこの城の客人だ」

　そんなことはさせられない、とカレルが首を横に振る。

「なぜでしょうか？」

　そう言うとカレルはさらに困ったように眉を寄せて答えた。

「……身分の高い女性はそのようなことはしないものだ」

「この国の女性はそうなのですか？　わたくしもなるべくでしたらこの国のしきたりを尊重したいと思っていますが、それだけの理由でしたら、わたくしは子どもたちのためになることがしたいですわ」

　メローネはまた木の陰から顔を覗かせている子どもたちに手を振ってみた。皆はにかんでもじもじしながらこちらを見ている。

「なぜそんなことを申し出てくれるのだろうか？」

　カレルの質問にメローネは少し考えた。

「そんなにおかしなことでしょうか？　わたくしは、わたくしにできることがあればやりたいですし、嫁ぐこの国とカレル陛下のお力に、少しでもなれればと思っております」

　カレルはメローネを見つめたまま黙り込んでしまった。

　なにかおかしなことを言ってしまっただろうか、とメローネは考えた。

　そんなに黙り込まれるような発言ではなかったと思うのだが……。

　そうしている内に、まだこちらを見ていた子どもたちは、少し年長の子どもが現れるとわっと散って逃げていき、中庭は静かになった。

「……ここから先は侍女が案内しよう」

　見ると中庭の先にある通路の前にタルキスの侍女が待っていた。

「夕食時に歓迎の宴を催すことになっている。それまで旅の疲れを癒やされるといいだろう」

「ありがとうございます」

　メローネがぺこりと礼をして、頭を上げた時にはもうカレルの姿はなかった。

「まあ……お忙しいのにわざわざ案内してくださったのね」

　カレルのやさしさに感動しながらメローネは侍女に声をかけ、部屋へと向かった。










　カレルはいつの間にか走るようにして中庭を後にしたことに気づきはっとした。

「しまった……」

　後ろを振り返ってももう遅い。

　メローネ姫を見送らずに立ち去ってしまった。

　ずいぶん礼を欠いた振る舞いだったのではないか、と一瞬後悔したが、すぐにそれでいいと思い直す。

　姫に対して印象をよくする必要などないのだ。

「だが……」

　メローネ姫には着いた早々ひどい態度をとられるものと思っていた。

　こんな荒れ地ばかりの国へわざわざ旅をしてきたのは間違いだったと。

　それなのに……。

　だが、なんだかおかしい。

　あの姫は、一体なにを考えているのか。

　平民の子どもたちの相手をして遊んでもいいなどと、本人にもはっきり言ったが、普通、王女はそんなことをしないものだ。

「おかしいだろう……」

　カレルは髪をかき上げ、大きく息をついた。

　そろそろ仕事に戻らねば。

　今日中に少しでも城壁の修復を進めたい。

　急いで工事の現場に戻ったが、いつまでたっても胸がざわついて落ち着かない。

　まったくもってどうかしている。

「そうだ」

　あの王女がどうかしているのだ。

「陛下、どうかなさいましたか？」

　ツルハシを持った男に怪訝そうに言われ、カレルは我に返った。

　気づけば陽が傾きかけている。

「い、いや、みんな今日はもう終わりにしてくれ。ご苦労だった。今夜は王女を歓迎する宴でおまえたちにも酒が振る舞われる。日頃の疲れを癒やして少しでも楽しんでほしい」

　今日一日重労働をこなした男たちの顔がほころぶ。

　たまにはこうして明るい出来事があった方がいいのだ。

　そう思うとメローネ姫がきてくれてよかった、と思えた。

　だが、それだけだ。

　明日にはなにかと理由をつけて姫はロンダルシアに帰ると言うだろう。

「それでいいんだ……」

　カレルはそうつぶやき、一日の汚れを落とすために自室へ向かった。










　それから夜になり歓迎の宴が催されたが、主賓のメローネ姫はそのささやかさに少しも気を悪くした様子ではなかった。

「今宵はこのようなあたたかい歓迎の宴を開いていただきとてもうれしく思います」

　にこやかにグラスをかかげたメローネ姫がカレルを見た。

　カレルも応えてグラスをかかげる。

　それを合図に、場が少しくだけた雰囲気になり、皆が思い思いに宴を楽しみだした。メローネ姫は周りの者たちに自分から気さくに話しかけている。

　宴に招待されている多くは、華やかに着飾った貴族などではない。

　王家の血筋の者と、反乱貴族とは距離を置いていた地方の貴族たちだ。

　残念なことに王家の血筋であっても貴族側に与し、反逆の罪で追放された者も多い。いまこの国に残っているのは、ほとんど権勢というものに関わってこなかった者たちだ。そこから有能な者をとりたてなんとか国政を回している。

　テーブルの上に並ぶ料理は、精一杯のもてなしとして用意されているが、やはり彩りも少なく物足りない。楽師も少なく、音楽もどこか寂しいものに聞こえる。

　だが、メローネ姫はまったく気にしていないように見えた。

　姫自身もそんなに派手ではない薄紫色のドレスという装いだったが、この場を明るくする主役にふさわしい美しさだ。

　カレルとしては、ますます疑いが深まった。

　やはりこの姫にはなにかあるのではないか……？

　遠くからメローネ姫を見つめていたカレルだったが、思い切って一歩踏み出した。

　姫の周りには人の輪ができていたが、カレルが近づくとさり気なくみんな離れていく。

「カレル陛下」

「そんなに改まらなくても問題ない、メローネ姫」

　そう言うと、メローネがはっとした。

「では、カレルさまと」

　おずおずと、だがうれしそうに言った。少し頬が赤くなっているが、ワインのせいだろう。

「少し風に当たられてはいかがかな、頬が赤い」

「ま、まあ、わたくしったら！　はちみつ水で割ってもらっていたのですけどワインで酔ってしまったのでしょうか。みっともないですわね。そういたします」

　メローネ姫は持っていたワインのグラスをテーブルに置き、頬に手をあてた。

「では、こちらに」

　カレルは水の入ったグラスを給仕に持ってこさせ、メローネ姫をバルコニーへ誘う。宴のにぎやかさが少し遠ざかり、ふたりきりになった。

　澄んだ夜空に星が瞬いている。

「夜風が心地いいですね」

　メローネ姫はカレルが手渡したグラスを受け取り、口をつけた。

「今日は、皆さんに歓迎していただけてよかったですわ」

　メローネ姫は部屋にかわいらしい花が飾ってあったこと、窓からの景色がよいことなど、楽しそうに話しはじめた。

　そして、ひとしきりメローネ姫の話を聞いてからおもむろにカレルは切り出す。

「……メローネ姫。わざわざこの国まで足を運んでもらってこんなことを言うのは申し訳ないのだが、なぜあなたはこの国に、私のもとに嫁いでこようとしているのだろうか？」

　メローネが答えずただ瞬きをしているので、カレルは続けた。

「率直に言わせてもらうが、城までの道のりで我が国の現状というものを目の当たりにされたと思う。いまのタルキスは見ての通り、内乱がようやく収まったばかりで疲弊している。あなたのようにまだ年若い王女が嫁いでくるのは無理がある。王妃となっても贅沢で優雅な生活などさせられる余裕はないのだ」

　ここまではっきり言わなくてはならないことに、カレルは自分が情けなかった。

　ただ、これでメローネ姫もこの結婚話を断りやすくなるだろう。

　カレルが祈るように返事を待っていると、メローネがほっとしたように微笑んだ。

「よかった。わたくしも率直に申し上げますわ。実は、贅沢というものがよくわからないのです」

　カレルは自分の耳が信じられなかった。

「なんだって？　贅沢をしたいと思わないのか、姫は」

「はい、よくわかりませんから」

　そう言って少し考えるようにしてメローネ姫が小首を傾げる。

「もちろん美しいものは好きです。きらびやかな宝石が、陽の光や月の光に輝いているのはいつまでも見ていられます。でも、自分の耳につけたり、首に提げたりしては見えないでしょう？」

「……確かに、そうだが」

　カレルもあまり自分の身を飾ることに心を砕く方ではない。侍従長には、もっと国王らしいものを身につけるよういつも口うるさく言われている。

「今日は陛下にはじめてお目にかかるのと歓迎の宴ということで、こうして着飾って参りましたが、実はずっと体が締め付けられて窮屈でたまらないのです」

「窮屈で？」

　そんなことを言う王女がいるのかと、カレルが驚き呆然としていると、メローネ姫に期待のこもった目で見つめられていることに気づいた。

「そ、それは、よくない。体に悪そうだ」

　そう言うと、メローネ姫の顔がぱっと輝いた。

「でしたら、こちらでももっと楽なドレスで過ごしてもよろしいでしょうか？」

「ああ、もちろんだ。あなたが好きなものを着るといい」

　カレルとしては、きらびやかなドレスを着て誇らしげにしている女性も美しいとは思う。だが、窮屈だったり、なにかを我慢していたりするのだとしたら、それは気の毒だ。

「ありがとうございます、カレルさま！」

　弾んだ声で答えるメローネ姫ははつらつとしていて、眩しいくらいだった。

　だが、ここで見とれていてはいけないとカレルは思い直した。

「い、いや、そういうことではなく……わざわざ苦労するような国に嫁ぐ必要が姫にあるのかと……」

　またきょとんと見返される。

「つまり、カレルさまは、わたくしがお気に召さないということですか？」

「そんなことは一言も言っていない。だが、姫はなぜこの結婚の話を前向きにとらえているのだろう？」

　そう言うと思ってもみない反応が返ってきた。

　メローネ姫は恥ずかしそうに目をそらしたのだ。

「それは、カレルさまがとてもよい方だとわたくしは聞いたからです」

　カレルはまた耳を疑った。

「まさか、この辺りの国で私の評判はお世辞にもよくないはずだ」

「それは、『人の噂』でございましょう？」

　屈託のない笑みを浮かべてメローネ姫は言う。

「人の？　それは、どういう……？」

　メローネは答えず、怪訝な顔のカレルの横をするりと通り過ぎた。

「あまり遅くなると部屋に残してきた侍女が心配しますので、今宵はもう失礼いたします」

　気づくとバルコニーから見える広間にはもう人影がまばらになっている。酒肴があまりない宴だからか、皆早々に引き取ってしまったらしい。

「あ、ああ、ゆっくり休まれよ……」

　呆然としたままひとり取り残され、カレルは首をひねりながら自分も部屋へ戻った。

　なにかあると思ったが、それ以上にとらえどころのないメローネ姫。

　カレルは床についたものの、なかなか眠れなかった。

















二












　朝の気配を感じてメローネは目覚めた。

　日が昇りはじめたばかりの早朝、まだ城は寝静まっていてなんの物音もしない。

　寝台から降りて鎧戸を開け、窓から顔を出すと小鳥たちがにぎやかにやってきた。

「おはよう、いい天気ね」

　そう話しかけると小鳥たちはかわいらしい声でさえずりはじめる。

「まだ朝早いのだからそんなにうるさくしてはだめよ。寝ている人を起こしてしまうわ」

　メローネは昨日カレルに好きにしていいと言われたように、自分で簡素なドレスに着替え、一応髪もとかし、まだ隣の控えの間で眠っているアマラを起こさぬよう、そっと部屋を出た。

　城の廊下はひっそりとしていて、誰の姿もない。

　メローネは、こういう朝が好きだ。

　中庭に出て、朝露に濡れた花を見て回り、大きく伸びをする。

　鳥たちに誘われて城の小道を散歩していると、裏庭に厩舎が見えた。

　覗いてみると馬房には母馬と仔馬が仲良く寄り添っている。

「おはよう」

　そっと声をかけると仔馬はなんの警戒心もない様子でメローネに近づいてきた。メローネは母馬の顔を見たが、おっとりしている。

「おいで」

　手を伸ばし、近づいてきた仔馬のたてがみを馬栓棒越しに撫でる。

　まだ風になびくほどでもない短いたてがみがかわいらしい。

「なんていい子なのかしら」

　メローネが仔馬の首筋を撫でていると、鼻歌が聞こえてきた。厩舎の入り口を見ていると、ひとりの青年が入ってくる。

「おはよう、ジョン」

「お、おはようございます？　あれ？　ひ、姫さま？　昨日いらした姫さまですよね？　なんで俺の名前を？」

　飼い葉の桶を抱えたままジョンが首を傾げている。

「こ、こんなところで、その、なにを？」

「馬を見せてもらっていたの。勝手にごめんなさいね。わたくしのことは気にしないで、馬たちに飼い葉をあげて」

　そう言うとジョンは我に返ったように手にした飼い葉桶を見た。

　馬たちも前足で地面を掻いて催促している。

「は、はい。じゃあ、失礼して」

　世話をするのを見ていていいか、とメローネが聞くとジョンはあわあわしながらもうなずいてくれた。はじめは働きぶりがぎこちなかった彼も、しばらくするとメローネの存在に慣れたのか、手際よく馬房の掃除をはじめた。

「とってもいい馬たちね」

　メローネが褒めるとジョンはうれしそうにブラシを動かした。

「ありがとうございます、姫さま。城の厩舎には陛下の愛馬もいて、そちらはもっと立派ですよ」

　メローネに随従してきた騎士たちの馬もそこで世話をされているとおしえてくれた。

　この馬たちはジョンのもので、彼は住んでいた村が反乱で焼き討ちに遭い、一時的に城に身を寄せていると話した。城にいる間は、城内の馬の世話と力仕事を手伝っているらしい。

「この馬小屋も、住んでた村を焼け出された時、仔馬がまだ母馬の腹にいたんで陛下がわざわざ建ててくださったんです。城の厩舎には他にも馬がいるから母馬が落ち着かないだろうって」

　そうして少し前に無事仔馬が生まれたらしい。

「本当に、陛下には感謝しています。姫さま、俺が言うのもなんですけど、陛下はとても慈悲深いお方なんです」

「わたくしも陛下には昨日お会いしたばかりだけど、あなたと同じように思っているわ」

「反乱は大変でしたけど、それまでだってひどい状態でした。貴族たちは好き勝手ばっかりで、民のためになるようなことはなんにもしてくれなかったですよ」

　ジョンはしみじみとした口調で言った。

　反乱貴族たちの非道な振る舞いをジョンはとうとうと語った。

「国がこんなに荒れたのは陛下のせいだって、貴族のいいなりになってりゃよかったっていう奴もいますけど、俺はそうは思ってないです」

　それ以上ジョンはなにも言わず、ただ寂しそうに笑っている。きっともっと話せないほどつらいことがあったのだろう。ブラシをかけられていた母馬がそんなジョンの髪を毛繕いしはじめた。

「こら、俺はいいって」

　母馬にじゃれつかれている間にジョンの顔から寂しさが消え、楽しそうに笑うようになった。

「ねえ、わたくしにもブラシをかけさせて」

「え？」

　ジョンが驚いた。

「ひ、姫さまが、ですか？」

「大丈夫よ、馬の世話には慣れているの」

　メローネは厩舎の壁に掛けてあったもうひとつのブラシを手に取った。ブラシは使い込まれていてよく手入れされている。

「だ、だったら、仔馬の方をお願いします」

「ええ、まかせて」

　メローネがブラシを手にしているのを見た仔馬が自分の方からやってきた。

「ブラシをかけられるのが好きなのね」

　母馬の真似なのか、仔馬もじっとしてブラシをかけられている。

「本当にいい子だわ」

　ふとジョンが手を止めてメローネを見ていることに気づいた。

「どうかしたかしら？　あなたとはやり方が違っている？」

「いや、この母馬、まだあんまり俺以外に仔馬を触らせないんですよ。姫さまのことまったく警戒してないんで、大丈夫そうだとは思ったんですけど、こんなに落ち着いてるとは……」

　メローネは近づいてきた母馬の鼻面を撫でる。

「馬はわたくしのことをよくわかってくれるの」

　ジョンはよくわからないとでもいいだけな、不思議そうな顔をしている。

「わたくしも馬のことがよくわかるの。蹄がとても丁寧に手入れされているということもね」

　そう言うとジョンが手を止めてまじまじとメローネを見た。

「そんなことわかるんですか？」

「ええ、もちろん。ターシャはあなたの世話に感謝しているわ」

「ターシャって……あれ？　そういえばなんでこの馬の名前をご存じなんですかい？」

　メローネはあわてて言った。

「さっきそう呼んでいたでしょう？」

　ジョンは首をひねっている。

「そ、そうでしたか……？　普段はそんなに名前なんて呼んでねえんですけど」

　いつもは、大抵おまえ、と呼んでいるとジョンは言った。

「まあ！　奥方のようね」

「いやぁ」

　ジョンは照れくさそうに頭を掻いている。

「あなたは結婚しないの？　ターシャも心配しているわよ」

「へ？　ターシャが？」

　ターシャも鼻を鳴らし、じっと主のジョンを見ている。

「俺には馬たちがいればいいんで……」

　メローネは思わず差し出がましいかもしれないけど、と前置きして言った。

「馬を大切にするのもいいことよ。でも、あなたにも家族が必要なのではないかしら、人の家族が」

「姫さま……」

　ジョンが寂しそうな顔をしたのを馬のターシャが心配そうに見ている。

「まだまだこの状態で家族を持つことに不安になったりするでしょうけど、カレルさまの治世は大丈夫よ。この国はきっと豊かになるわ」

「なんだか姫さまがおっしゃるとそうなるような気がします……」

　呆然とつぶやいたジョンにメローネは微笑んだ。

「カレルさまの馬にも会ってみたくなったから、城の厩舎にも行ってみるわね。ロンダルシアの騎士の馬を世話してくれたお礼も言わないと」

　そう言ってメローネが城の厩舎に向かおうとすると、仔馬がついていこうとして母馬が引き留めるように鳴いた。










　カレルは一日に一度、愛馬の様子を見にいくことにしている。

　時間があれば、遠乗りとはいかないが城の周りを走らせると、少しの間なにも考えずにいられるからだ。

　いつものように馬小屋へ行くと、城の馬丁と、馬飼いのジョンがなにやら話し込んでいた。

「どうした？」

　ふたりはカレルが声をかけるとはっとして話をやめてしまい、いつもとは違う雰囲気が気になった。

「なにかあったのか？」

「いやぁ……」

　なんだか言いづらそうにふたりは顔を見合わせていたが、何度か尋ねるとようやくジョンが口を開いた。

「実は、あのお姫さまのことなんですけど、なんというか……」

「なにかあったのか？」

　カレルは歯切れの悪いふたりの話の先を促した。

「馬のことをよくご存じなんです。お姫さまがそんなことあるんでしょうか？」

「メローネ姫が、馬のことを？」

　馬に乗れる身分というのは限られている。

　王女であれば乗馬を嗜んでいても不思議はないが……。

　そう言うとふたりはなるほど、とうなずき合ったものの、まだなにか引っかかるようだ。

「ですが、自分から仔馬にブラシもかけてくれましたし、蹄の手入れのこともよくご存じで、それに……」

「それに？」

　不思議なんですけど、とジョンは前置きしてから言った。

「俺の馬の名前をなぜかご存じだったんです」

　実は馬に好きだった娘の名前をつけたものの、その恋は実らなかったらしい。だから、いまとなっては気恥ずかしくてあまり名前を呼んでいないのに、とジョンは話した。

「あれ？　そういえば俺の名前もはじめからご存じだったような……？」

「それは……」

　そんなことを言われても、カレルとしてもメローネ姫のことはまだよくわからないし、あまり考えたくない。

「まあ、気にするほどのことじゃないだろう」

「しかも、陛下が治めるこの国はきっと豊かになるっておっしゃっていました」

　カレルはぎょっとした。

　なぜそんなことをメローネ姫が……。

　なにか確信でもあるのか、と思ってしまいそうになり、カレルは我に返った。

　ただ、世間知らずなだけなのだ、あの姫は。

「それより、少し馬を走らせ……」

　カレルはなんとか話を終わらせたところで、ふと気づいて大声を出してしまった。

「メローネ姫が、厩舎にきていたのか？」

　ジョンと馬丁ふたりがぽかんとした顔でカレルを見る。

「……なんですか、いまさら」

　メローネは楽しそうに馬の世話を手伝ってくれた、とジョンたちは話した。

「い、いや、馬車を出してほしいとかそういう話できたんじゃないのか？」

「違います。それどころか……」

　続く言葉を聞いてカレルは仰天した。

「な、なんだと……！」

　驚きのあまり厩舎を飛び出し、駆けだしてメローネ姫の部屋へと向かっていたが、カレルははたと足を止めた。

「お、落ち着け、私が姫の部屋を訪ねていってどうする……」

　無粋だとこちらが恥をかくだけだ、とカレルは踵を返そうとした。その時ふと中庭が目に入り、驚愕して二度見してしまった。

「っ!?」

　くすのきの下にメローネがいる。

　しかも、木にもたれて、眠っている？

　そんな馬鹿な、と頭を振ってもう一度くすのきの下を見た。

　やはりそこにはメローネがすやすやと眠っている。

　カレルは信じられないまま、おそるおそる近づいた。

　朝日の中、メローネは気持ちよさそうに眠っている。昨夜話したように簡素なドレスに、結い上げていない髪。その姿は、あまりにも無防備で、思わず見入っていたカレルははっと我に返る。

　そして、声をかけねば、と思うものの、あまりにも気持ちよさそうに眠っていてかわいそうだと思ってしまった。

「いや……」

　だからといって、王女ともあろう者がこんなところで眠っていていいはずがない。

　カレルは思い切って声をかけようとした。

「……っ」

　声がかすれて上手く出ないことに自分で驚き、あたふたしているとその気配を察したのかメローネの目が開いた。

「……まあ、これはカレルさま」

　メローネが目をこすりながら木にあずけていた体を起こす。

「おはようございます。気持ちのいい朝ですね」

　カレルは開いた口が塞がらなかった。

「こ、こんなところでなにを……」

　なにをどころではない。

　たったいま、木の根元に寄りかかって居眠りしていたところを目の当たりにしたところだ。

　メローネはまったく悪びれずに言った。

「なんだか気分がよくて早起きしてしまったのですが、まださすがに旅の疲れが残っていたのか、また眠くなってしまい……」

　ふあ、とメローネがあくびをする。

　カレルは目を見開いていたと思う。

　まさか、王女なのに昨日旅をしてようやくたどり着いたばかりの城の中庭で居眠りをするなんてことがあるのか？

「その、メローネ姫、こんなところで眠るのはよくないと思うのだが」

「え？」

　メローネがきょろきょろと辺りを見回しはじめた。

「そ、そうですね、お庭でしたわ」

　あわてた様子で立ち上がり、さらにはっとしてドレスについた草を払っている。

「メローネ姫」

「はい？」

　顔を上げたメローネ姫の髪にそっと触れてみた。

「葉っぱがついている」

「ありがとうございます、カレルさま」

　メローネはにっこりと微笑み、

　カレルは用件を思い出した。

「そういえば、ロンダルシアの騎士たちと馬車を早々に帰したと聞いたのだが」

　メローネはよくぞ聞いてくれたとばかりに手を合わせ言った。

「随従してくれた騎士のひとりにもうすぐ赤ちゃんが生まれるのです」

「え？」

　一体なんの話なのか、カレルは混乱した。

　だが、メローネ姫はそんなカレルの様子など気づかぬように続けた。

「ですから、もともとすぐに騎士たちは帰そうと思っていたのです。昨夜の宴でそのことを大臣にお話ししたらロンダルシアへの親書もカレルさまの代筆としてすぐに用意していただいたのですが」

「な……っ」

　寝耳に水とはこのことだった。

「もしかしてご存じなかったのでしょうか？」

「い、いや」

　知らなかったが、臣下の者が勝手にやったなど言えるわけがない。

　大臣は先手を打ったのだ。

　カレルがメローネをロンダルシアに帰そうとしないように。

「そ、そういう事情なら、仕方がないな……」

　口ではそう言いながらも、カレルは内心肩を落とした。

　いまからロンダルシアの騎士たちを呼び戻そうにももう間に合わない。

「しかし、あなたはそれでいいのか、メローネ姫」

「なにがでしょう？」

　メローネ姫はまっすぐカレルを見ている。

「昨夜おっしゃったことでしょうか？　それでしたら、わたくしは国に帰りたいとは思っておりません」

　はっきりと答えるメローネから迷いのようなものは感じられなかった。

　それどころかなんの不満もなさそうだ。

　この国が気に入ったのだろうか？

　何年も前ならば、タルキスも穏やかでいい国だった。それはカレルも自信を持って言える。

　だが、いまは……。

　カレルがひとり思い悩んでいると、どこからともなく小鳥が数羽飛んできてメローネの肩に止まった。

「こ、小鳥が……」

「もう仲良くなったのです」

　不思議なことに小鳥たちはメローネをまったく警戒していないようだ。一体、この王女は何者なのだろうか？　カレルが知っているどんな身分ある女性とも違う。

　こうなると逆に王女らしいところを見つけてみたくなる。

　もう少し話せば、なんてことのない部分もあるだろう。

「その……さっき、気分がよくて目が覚めたと言っていたが」

「はい、ぐっすり眠れましたし、朝がくるのが楽しみでしたから」

　カレルは自分でも眉を寄せてしまったことに気づいた。

　朝がくるのが楽しみ？

　聞き間違いかと思ったが、メローネはにこにこしている。

「朝がくるのが楽しみだった？」

「はい、とても」

　小鳥たちはメローネの肩でちょんちょん跳ねている。

「このようにカレルさまとお話しできたらうれしいと思っていましたから」

「な……っ」

　なんのてらいもなく言われ、カレルの方がどぎまぎしてしまった。

「カレルさま、わたくしにお気遣いは無用です」

「だが……」

　ロンダルシアに帰るようになんと説得すればいいのか迷っていると、中庭に厨房を仕切る料理長がやってきた。

「おや、陛下。おはようございます」

　一日のほとんどを厨房で過ごしている料理長だ。カレルも厨房と食堂以外で姿を見かけたことがない。

「どうした、こんなところに」

「わたくしがお願いしたのです。朝食をここに運んでほしいと」

　カレルは驚いた。

「メローネ姫が？」

　見ると料理長は両手に籠を持っている。

「いやあ、困りましたよ。中庭で食べたいからご自分で朝食を運ぶとおっしゃって。そんなことお姫さまにさせられないですからね」

　そう言いながらも料理長はにこにこしている。

「ごめんなさいね。手間をかけさせてしまって」

「いえいえ、確かにわしも外で食べた方がもっとおいしく食べられると思ってたんですよ」

　料理長の後から侍女たちもやってきて、くすのきの木陰に野外用の敷物を敷き、準備している。

「カレルさま朝食はもうお済みになりました？」

「い、いや、まだだが……」

　とてもいやな予感がした。

　そして、その通りにメローネが言った。

「でしたら、ここで一緒にいかがです？」

「陛下の分も運んできますよ」

　料理長も言葉を添え、ふたりに期待の目で見られてカレルはうなずいてしまいそうになった。

「い、いや、朝食は側近の者たちととるようにしている」

「こんないい天気なんですから、今日くらいいいじゃないですか」

　メローネではなく、料理長からの思わぬ提案にカレルは眉を寄せた。

「そうは言っても大事な話もあるのだ」

　実際、朝は大臣たちと話す大事な機会だ。

　政務の場ではないところで言葉を交わすことに意味がある。

　それに、今日はそこでメローネ姫をどうやってロンダルシアに帰すか、話をまとめなくては。

「で、では、失礼する」

　カレルは逃げるように中庭を後にし、食堂へと急いだ。

　なんだかメローネ姫の前からは、いつも逃げるように立ち去っている気がする。

　そして、食堂でテーブルに着こうとしたカレルは目を疑った。

　大臣たちがひとりもいない。

　テーブルの横には侍従長が立っているだけだ。

「ど、どうした、みんなは？」

　いつもはすでに大臣たちが着席してカレルを待っているのに、今朝は誰もいない。

「陛下こそどうなさったのですか？　大臣方は皆さまメローネ姫の朝食に招待されているようですが」

「なんだと？」

　驚くカレルを侍従長が怪訝そうに見る。

「陛下は招待されなかったのですか？」

　思わず、招待はされた！　と言い返しそうになってしまい思いとどまった。

　そんなみっともないことをするわけにはいかない。

「てっきり陛下も中庭で朝食になさるかと思っていましたが、どうなさいます？　こちらに用意してよろしいですか？　それとも大臣方を呼び戻して参りましょうか？」

　食堂を出ていこうとした侍従長をカレルはあわてて引き留めた。

「ま、待て。たまにはいいだろう」

　内心の動揺を隠し、なんとかカレルは席に着いた。

　朝食はライ麦パンと野菜のスープに、野いちごのパイだった。

「その野いちごはメローネ姫が厨房に持ってきてくださったそうですよ」

「……っ！」

　朝食を終えたものの、味はまったくわからなかった。










　大臣たちとの中庭での朝食を終え、メローネは一度自室に引き取っていた。

　朝食の席はにぎやかで、カレルも一緒だったらどんなにいいかと思ったので、また誘ってみよう。

　中庭での朝食は好評で、大臣たちともいろいろと話ができた。カレルについての話を聞くのは楽しかった。臣下の者たちからも、カレルは慕われ、期待されている。

　内務大臣と厨房からの帰りの廊下で会えたのはたまたまだったが、いい機会だった。

「ふう……」

　人と話すのは楽しい。

　ただ、あまり大人数だとメローネはまだ疲れてしまう。

　しばらくひとりにしてほしいとアマラに言い、メローネはバルコニーへ出た。

　そうしてバルコニーにたたずんでいると、ふいに肩に小鳥が止まった。

「あら……」

　すっかり仲良くなったシジュウカラだ。小さな灰色の羽をたたみ、黒い瞳でメローネを見た。

「どうしたの？」

　羽を休めにきたのかと思ったが、そうではないらしい。一生懸命さえずりなにかを伝えようとする。

「え？　誰が？」

　耳を澄ますとどこかで誰かがすすり泣いているようだ。

「本当だわ」

　シジュウカラが肩から飛び立ち、メローネも後を追ってバルコニーから部屋へ戻り、外へと向かった。

　城の裏庭へ出ると木の枝に止まっていたシジュウカラが鳴いて知らせてくれる。

「ああ……あそこね……」

　目立たぬ建物の陰でひとり泣いている少女を見つけてメローネは声をかけた。

「どうしたの？」

　少女はびくりと肩を震わせたかと思うと、すぐに顔をごしごしと手で擦った。

「な、なんでも……」

　そう言いかけてぽかんとメローネの顔を見る。

「ひ、姫さま……っ！」

　少女があわてて身を翻そうとしたところをメローネは素早く腕を掴んだ。

「待って、逃げることないわ。どうして泣いてたの？」

「な、泣いてません」

　少女はか細い声で言う。

「遠慮しないで言ってみて。もしかして力になれるかもしれないわ」

「そんな！　いいんです、本当に……」

　頑なに口を開こうとしない少女だったが、しばらくすると落ち着いたのか話しはじめた。

「実は……」

　洗濯をして干しておいたハンカチが見当たらないのだと言う。干していた裏庭をさがし尽くして途方に暮れていたらしい。

「風で飛んでいってしまったのかもしれないわ」

「そう思ってさがしたんですけど、どこにもなくて……」

　また少女の声が涙に滲んでしまった。きっと大事なハンカチなのだ。

「今日は風が強いものね」

　いま吹いているのは気まぐれな南風だ。いたずらでハンカチをどこかに飛ばしてしまったのかもしれない。

「待ってて……」

　ふわりとメローネの髪が風に舞い、ささやきが耳をくすぐる。

「あっちよ」

　少女の手を取りメローネは小走りでそよ風が導く方へ向かった。

「あ、あれじゃないかしら？」

　城の外壁から少し離れたところに大きなくすのきがあり、その梢の先の葉に埋もれるように白いものがちらちら見えている。

「あ！　そうかもしれません！　でも……」

　くすのきの背は高く、とても届かない、と少女は肩を落としてしまった。

「大丈夫よ」

　メローネがくすのきを見つめていると、枝がぶるりと身震いしたように揺れた。

「ほら！」

　ひらひらと白いハンカチが木の葉のように落ちてくるのをメローネが受け止めた。気持ちいいくらいに真っ白なハンカチに鮮やかな花の刺繍が施されている。これはなくしてあきらめられるものではない。

「はい、とっても丁寧できれいな刺繍ね」

　ハンカチを返すと、少女は恥ずかしそうに俯いて小さな声で言った。

「あ、ありがとうございます……これ、わたしが刺繍したんです」

「まあ！　なんて上手なの。それに、この色使い。本当に彩りがきれいだわ」

　そう言うとはっとして少女が顔を上げ、なにか気に障ったのかとメローネは心配になった。

「どうしたの？」

　何度か問うと少女はやっと口を開いた。

「あの、これってずっと前に刺繍したものなんです。いまはきれいな刺繍糸がなくて……以前は隣国から取り寄せたものが街のお店に並んでたんですけど、内乱が起こってからは……」

「手に入らなくなったのね」

　刺繍は色とりどりの糸で刺すのがいちばんの楽しみだろうに、それも叶わなくなって少女は寂しく思っているのだ。

「あなた、名前は？」

　メローネの質問に少女は驚いたように目を丸くした。

「マ、マリーです……洗濯係のマリー」

　マリーは戸惑ったように答えてハンカチを握りしめる。

「それじゃあ、あたし……もう行かないと……」

　そそくさと仕事に戻る少女の後ろ姿をメローネが見つめていると小鳥が飛んできて肩に止まった。

「きれいな糸を作れたらいいのだけど……」

　ひとりつぶやくと小鳥が首を傾げ、小さな黒い目でなにかを訴えるようにちぃと鳴く。

　メローネが指を差し出すと小鳥はぴょんと飛び乗りさえずりはじめた。

「ふふ……そうね……じゃあ、わたくしは糸をさがしてくるわ」

　小鳥が晴れた空へと飛び立っていった。










　翌日、洗濯場に行くと、女たちがせっせと手を動かしていた。

　メローネがきょろきょろと辺りを見回してマリーをさがしていると顔見知りの女が声をかけてきた。

「おや、姫さま。なにかご用ですか？」

「人をさがしているのだけど……あ、いたわ！」

　マリーは桶に入れた洗い立てらしき洗濯物を重そうに運んでいた。

「マリー！」

　メローネが呼ぶと洗濯場にいた女たちの視線が一斉に集まった。

「ひ、姫さま……っ」

　注目を浴びているからか、マリーがおろおろとして桶を取り落としそうになり、あわててメローネが桶を支えた。

「ねえ、マリー。お城の仕立て部屋から糸を譲ってもらってきたの。色はついていない生成りの糸だけど」

　メローネは桶を足元に下ろし、手にしていた包みを開いて見せた。

「これで糸を染めるといいと思うの」

「糸を……？」

　マリーの目が大きく見開かれる。

「ブルーベリーよ。あと、これはたんぽぽ。厨房でたまねぎの皮ももらってきたの。こう見えてきれいな色に染まるのよ」

「え……これ……って」

　戸惑うマリーにメローネは言った。

「これで糸を染めてみましょう？　きっと素敵な刺繍糸ができると思うわ」

　マリーが頬を真っ赤にして涙ぐんだ。

「い、いいんですか？」

「もちろんよ。その代わりわたくしに刺繍をおしえてくれる？　針仕事って苦手なの。マリーのように上手くなりたいわ」

　みんながふたりを囲んでいい色に染められそうとにぎやかに話しはじめる。

　メローネの手にしたブルーベリーを見てひとりの女が言った。

「あれ？　ブルーベリーの実なんてもうなってましたか？」

　そういえばまだ旬には少しはやい、と洗濯場の女たちが不思議そうな顔をする。確かにブルーべリーがたわわに実るのは半月ほど先だ。

「はやくなる木を見つけたのよ」

　メローネはいたずらっぽい笑みで答えた。

「この仕事が終わったらみんなでやりましょう？　一緒にやる人がたくさんいた方が楽しいわ」

　女たちは皆よろこんだ。

　なにしろメローネが誘ったのだから仕事と同じだ。サボっていることにはならない。

「厨房を貸してもらってお菓子でも焼こうかしら。こういうのはお茶を飲みながらやりたいもんね」

「お菓子作り？　わたくしもやりたいわ！」

　女たちが同時に笑った。

「メローネさまはなんでもやりたがるんですね」

「あら、おかしいかしら？」

　そんなことはない、と皆が口を揃える。

「ありがとう！　できることはたくさんあった方がいいわよね」

　メローネは胸がいっぱいになった。

　タルキスにきて、本当によかった、と。

















三












　カレルはため息をついた。

　政務の席で大臣たちを前に、メローネ姫をどう説得してロンダルシアに帰すか話し合おうとしたところ、誰からも賛同は得られなかったからだ。

「なぜだ……」

　ひとり執務室に戻りカレルはつぶやいた。

　メローネ姫はすっかり大臣たちの心を掴んでいる。

　ああ見えて、もしや恐ろしい策略家なのではないだろうか。

　王妃になるため、大臣たちに取り入り、自分の地位を盤石なものにする。

　有効な手段だろう。

　ただそれも、カレルが大国の王だった場合の話だ。

　王妃になれるとはいえ、わざわざ苦労することがわかっているそれほど大きくもない国に嫁ぐ意味がわからない。

　ロンダルシアの王女ならば、もっといい縁談があるはずだ。

　またため息をついて、カレルは椅子に背をあずけた。

　目を閉じて、ふいに上着の隠しに指輪を入れていたことを思い出した。

「忘れるところだった」

　気分が落ち着かない時に指で撫でるのがいつの間にか癖になっている、大事な指輪だ。

「……ん？」

　何度も隠しを探るが手に触れるものはなにもない。

「まさか……」

　指輪が……ない。

　カレルは椅子から立ち上がった。

　そして、落ち着いて考える。

　指輪を外して上着の隠しに入れたのは、手を洗ったからだ。

　手を洗ったのは、裏庭の井戸で。

　隠しにしまったと思ったが、記憶違いだったのかもしれない。

「だとしたら、井戸の縁に忘れてきてしまったのか……？」

　カレルは部屋を出て、裏庭へ急いだ。

「あれ、陛下じゃありませんか。どうなさったんです？」

　井戸の周りをうろうろしていると、洗濯係の女、確かクレアという名前だった、が気づいて声をかけてきた。

「いや、なんでもない」

　国王がものをなくしたなど、みっともなくて言えるはずがない。

「もしかして、なにかさがし物ですか？」

「ち、違う」

　国王であるカレルにもクレアは遠慮なく聞き出そうとしてくる。

「皆でさがせばすぐ見つかりますよ」

「だから、なんでもないと」

　ふたりがもめていると、洗濯をしていた他の女たちが集まってきた。

「どうしたんですか、クレアさん」

「陛下がなにかなくされたってさがしてらっしゃるみたいなんだけどさ」

「あれ、そんなのみんなでさがせばいいじゃない」

「いや、待て待て。おまえたち、勝手に話をすすめるな」

　このままでは騒ぎが大きくなってしまう。

　忙しく働いている女たちの手を止めてまでさがしてほしいなど、カレルはとても言えないだけなのだ。

　カレルは裏庭から立ち去ろうとした。

「おや、見つからなかったんですか？」

「う……」

　クレアの言う通り、井戸の周りに指輪は見当たらなかったのだ。

「あの……」

　おどおどした少女が他の女たちに背中を押されて前に進み出てきた。

　なんとなく顔には覚えはあったが、名前までは知らなかった。

　少女は消え入りそうな声で洗濯係のマリーだと言って話しはじめた。

「な、なくし物なら……メローネ姫さまに……お尋ねになったらいいと思います」

「メローネ姫に？」

　またあの姫の名前だ！　とカレルは憤慨しそうになったが、そんな心の狭そうな様子を皆の前で見せるわけにはいかない。

「どうしてあの姫に尋ねたらいいと思うのだ？」

　マリーがしばらく躊躇したあと、勇気を振り絞るように言った。

「以前、わたしがハンカチをなくして泣いていたところ……姫さまが現れてあっという間に、見つけてくださったんです」

「ハンカチを……」

　ハンカチは風に飛ばされたのか、中庭のくすのきの下からでは見てもわからない高いところの枝に引っかかっていたという。

「高い枝に？　それをメローネ姫はどうやって取ったのだ？」

「風でひらひらと落ちてきたんですけど……わたしには、姫さまが取ってくれたとしか思えませんでした……」

「わかった、もういい」

　まったくあの姫はなにを考えているのだろう。

　洗濯係の娘の世話を焼く王女がどこにいる？

　そんな思いで頭がいっぱいになっているカレルにクレアが言った。

「信じておられないんですか？　マリーは嘘を言うような子じゃありませんよ？」

「う、嘘だとは思ってない」

　洗濯場の女たちがカレルを疑わしそうに見ている。

　このままではこの針のむしろから逃げられないとカレルは悟った。

「わかった、ちゃんとメローネ姫に相談してみるから」

　そうは言ってしまった手前、カレルはメローネの部屋へ向かったが、その足取りは重かった。

　あの姫が苦手だ。

　一緒にいるとメローネ姫の思い通りになっている気がしてしまう。

　カレルはメローネの部屋の前で足を止めた。いや、動かなくなったといった方が正しい。

　やはりやめておこう、と踵を返そうとした瞬間、扉が開きメローネが現れた。

「まあ、カレルさま。なにかご用でしょうか？」

「い、いや……」

　こういうところが苦手なのだ！　と口に出しそうになってしまった。

　だが、ここまできておいて、誤魔化して帰るのも決まりが悪い。

　カレルは思い切って打ち明けた。

「その、実は、あなたに頼みがあって……」

「でしたら、どうぞお入りになってください」

「へ、部屋に？」

　メローネは首を傾げているが、未婚の女性の部屋に軽々しく入っていいものではない。

　どうもその辺りのことに姫は疎いようだ。

「おいしいお茶もありますから、どうぞご遠慮なく」

　メローネ姫はさっさと部屋へ入っていってしまい、カレルもこんなところに突っ立っているわけにもいかず、自分の城なのにおそるおそる足を踏み入れた。

「おかけになってください。いまお茶をいれますね」

　驚いたことにメローネ姫が手ずから茶をいれてくれるようだ。しばらくするとさわやかな香りが漂ってきた。

「お口に合うといいのですけど」

　目の前に置かれたカップには紅茶と青く小さな花が浮いている。

「不思議な味だ……」

「気分がやさしくほぐれるお茶です」

　確かに喉の奥にかすかな甘みがふわりと広がって染みこんでいくような茶だ。

「ロンダルシアではこんなに香り高いお茶がとれるのだな」

　優雅でとても余裕が感じられる。

　カレルがもう何年も前に忘れてしまったものだ。

「これは、ロンダルシアではなく、もっと遠くの国の特別なお茶です」

「特別な……？」

　メローネはうなずいてからカップを置いた。

「それで、わたくしに頼みとはなんでしょう？　お力になれるといいのですけど」

「あなたに頼んでいいのかわからないのだが……なくし物をしてしまって。いや、あなたを疑っているわけじゃない。というか、盗まれたとは思っていなくて、私の不注意でどこかに忘れてしまったのだろうと」

「なにをなくされたのですか？」

「指輪だ、銀の。数年前、街に腕のいい銀細工職人がいて、頼んで作ったもらったものだ。私の紋章が彫られているから誰かが盗んだり拾ったりして金に換えようとしても足がつく」

　だから、誰かが盗んだり持っていったりしたはずはない。

「お城の人たちを信用しているのですね」

「もちろんだ。皆これまで苦労してきた分、そんなつまらないことはしないと思っている。洗濯係のマリーは、あなたがハンカチをさがして木の枝から取ってくれたのだと言っていた」

「確かにハンカチは見つけましたけど、それは風の方向から見当をつけただけで、枝から落ちてきたのもたまたまだったのです」

「そうだな……なぜか、あなたなら、と私も思ってしまったが、なくしてしまったのだから仕方がない」

　いつかふいに出てくるかもしれない、とカレルは席を立とうとした。

「大切なものなのですね」

　そう言われると、やはりあきらめきれない。

「職人はもう亡くなっていて最後に作ってくれた品だから、高価ではないが愛着がある」

　カレルは一応指輪の特徴をメローネに伝えた。

「銀細工……腕のいい職人が……最後に作った指輪……」

　メローネが考え込むようにしてひとりでつぶやいている。

「なくしたと思う場所はどちらですか？」

「井戸で手を洗った時に外して置いたままにしたのかと思って」

　だから洗濯場に行って女たちに聞いたのだ。

「井戸の周りをさがしたが、見当たらなかった。もしかしたら、井戸の中に落ちてしまったのだろうか？」

　考えたくなかったが、それならどこをさがしても見つからないはずだとも思う。

　井戸は数年おきに水を抜いて掃除をしているから、いつか見つかるかもしれない。

　ただ、愛用していただけに、ないと落ち着かないのだ。

「もしかしたら……」

「心当たりがあるのか？」

　メローネが少し席を外して隣の部屋へ行き、小さな宝石箱を手に戻ってきた。そして、テーブルに置いて蓋を開けるとなにかきらきらしたものが入っている。宝石かと思ったが、違うようだ。

「これは？」

「水晶のかけらです。きらきら光って遠くからもよく見えます」

　幼いメローネのためのままごと道具だったと言う。

「ちょうど西日が差していますね」

　メローネが窓辺に水晶のかけらを一掴み置くと、西日を受けてきらきらと輝きはじめた。

「少し待ちましょう」

　そう言ってメローネがまた茶をいれてくれた。

　茶を飲んでいると、窓辺でなにかこつりと音がして、見ると黒い影があった。

「カラス……！」

　カラスは窓のガラス越しに水晶のかけらをじっと見ている。

　それからガラスをつついたりしてどうにか窓が開けられないか探りはじめた。水晶のかけらが相当気になっているようだ。

　メローネが椅子からすっと立ち、窓辺に近づいた。

　カラスは逃げずに首を傾げてメローネを見ていたが、しばらくすると飛び立っていった。

「またもう少し待ちましょう」

　その通り待っていると、また黒い影が舞い降りてきた。

　先ほどのカラスが戻ってきて、今度はくちばしに光るものを加えている。

「指輪だ！」

　メローネがうなずき、窓を開けると、カラスがちょんちょんと飛び跳ねながら部屋へ入ってきてぽろりと指輪を置いた。

「それじゃあ、これと交換しましょう」

　メローネが水晶のかけらを窓の外へ置くとカラスはまずひとつを咥えて飛んでいった。

「ああして気に入ったものを巣に持っていくのです」

　たくさんあるから大変かもしれませんね、とメローネが笑う。

　その笑顔をカレルは不思議な思いで見つめた。

「聞いたことがある、カラスは光るものが好きだと」

「井戸のところに忘れられていた指輪を見つけて巣に持っていったのでしょう。指輪より水晶のかけらの方がたくさんありますから、交換してくれる気になったようです」

　メローネが指輪を手に取り、ハンカチで丁寧に拭いてからカレルに渡してくれた。

「おさがしの指輪ですか？」

「ああ、間違いない……」

　カレルは指輪をまじまじと見て確かめた。

　最近磨くのをサボっていたから少しくすんでいる。

　これならあの水晶のかけらの方がきらきらしてカラスも気に入るはずだ。

「ありがとう、メローネ姫。だか、あなたの水晶のかけらをカラスにあげてしまうことになってしまった」

「かまいません。カラスもよろこんでいましたからいいのです」

　まったく気にしていないようだ。

　幼い頃のままごと道具だとは言っていたが、それなら思い入れがあるのではないか。

　せめてと思いカレルは申し出た。

「なにか礼をさせてくれ」

「そんなお礼なんて。あのカラスがこうしてカレルさまとお茶を飲む機会を与えてくれたのですから」

　結局、メローネ姫は礼を求めなかった。

　部屋を出てからカレルは指輪を指にはめ、いつもの感触が戻ってきたことに、ほっとした。

　こんな心地は久しぶりだ。

　そして思った。

「いつか、戻ってくるのだろうか……」

　この指輪のように、あの穏やかだった国が。

　いつまでも叶わない遠い日のことのように感じていたが、もしかしたら、とかすかな希望が胸に兆したような気がした。










　最近、カレルは明るくなったと侍従長に言われた。

　自分では気づかなかったが、言われてみるとそうかな、と思う。

　あの指輪の件からメローネとは少し距離が縮まった気がしている。

　中庭でたわいのない話をしたり、茶を飲んだり。

　メローネといるとなんだか気分が明るくなるのは本当だ。

　これまで毎日なんとか自分を奮い立たせて国のために奔走してきたが、問題は山積みで解決してもすぐに次が襲いかかってくる。目の前が真っ暗になりかけたのも一度や二度ではない。

　疲労だけがたまっていく日々にメローネが現れた。

　あの日、馬車から降りてきたメローネに花吹雪が舞い散ったのを見た時から、カレルの世界は変わったのだ。

















四












　こうして、一日の政務を終え、夜が更けてからひとり部屋に戻る時は、疲れ切っていて足が重かった。

　明日のことも考えたくなかったし、なにも考えずに眠りたい、ただそれだけだった。

　だが、いまは疲れも心地よく感じる。

　朝も気持ちよく起きられるようになった。

　天気がいい日はメローネと中庭で朝食をとることにしているからだ。

　それでも、今夜は少し遅くなってしまった。

　すでに夜も更け、辺りは静まりかえっている。

　ここのところ城壁の修復作業につきっきりで、決裁の書類がたまってしまっていた。それを片付ける間、侍従も側に控えていると言ったが、必要ないと先に休ませた。

　さすがに今夜のところは部屋に戻ったらすぐに休もうと思っていたところだった。

　そこになにやら話し声が聞こえる気がしてカレルは足を止めた。

「誰が……」

　耳を澄ますと声の主はメローネのようだ。

　一体彼女がこんな時間に中庭で誰と話をしているのだろう。

　カレルは足音を忍ばせそっと声がする方へと近づいた。月の光に照らされた中庭は思ったより明るい。そこにメローネらしき人影と、もうひとつ……。

「な……っ」

　思わず声が出てしまった。

　メローネの前に大きな白蛇がとぐろを巻き鎌首をもたげている。

　いまにもメローネを丸呑みにしようかというところだ。

「っ！」

　カレルの気配に気づいたらしいメローネが振り返る。

　思わず腰の剣に手をかけようとしたが、思いとどまった。

　メローネは怯えている様子ではないし、白蛇からも禍々しいものは感じなかったからだ。

「カレルさま」

「メローネ姫、これは一体……」

　油断なく白蛇から目を離さないようにゆっくりとメローネに近づく。蛇は淡く輝く白銀の鱗に、金色の目をしてじっとカレルを見つめている。

「カレルさま。驚かないでください。こちらは東の森の主。ずっと昔から森を守ってこられた方です」

「東の森の主？　この白蛇が……？」

　そう言われて納得するしかない神々しさがこの白蛇はある。そもそもこれほどの巨大な姿、どれだけ年古としふる蛇なのか。

　カレルは思わず息をのんだ。

　想像もしていなかったことが目の前で起きている。

　だが、国王としてここで取り乱すわけにはいかない。

「森の主とあらば、この国の王として挨拶せねばならないな」

「カレルさま……」

　メローネが見つめる中、カレルはひるまず白蛇の前に進み出た。

「東の森をずっと守っていてくれたとは、痛み入る」

　そうしてカレルは謝意を述べた。

「タルキスの王は、代々森を大事にしてくれているのはわかっているそうです」

　メローネは白蛇の話を代弁しているようだが、もちろん蛇はなにも言葉を発しない。なぜそんなことがわかるのか。

「カレルさま、このこと……朝になればお伝えしようと思っておりました」

　なぜかメローネは悲しそうな顔をしている。

「なにを伝えるというのだ？」

　大事なことなのだろう、とはわかったが、メローネの口は重い。

「カレルさま、森の主は助けを求められています。東の森の奥で、崖崩れがあったそうです。その場所は川の水源地のすぐ傍で、一頭の猪が落ちてきた大きな岩の下敷きになったそうです」

　そして、とメローネは重々しく続けた。

「それは、反乱貴族が最後に仕掛けた『呪詛』だと森の主は言っています」

「な……っ！」

　さすがにカレルも絶句してしまった。

　反乱貴族たちの狡猾さは嫌というほど知っているとは思っていたが……。

「呪詛……呪いだというのか？」

「はい、貴族たちが密かに呼び寄せた異国の呪術師によって仕組まれたものだそうです」

　反乱が失敗した時も、国に災いをもたらすように。

　ただ、その呪術師も金で雇われただけで、すでにタルキスを去ってしまっている、とメローネは言う。

　カレルは怒りで目の前が真っ赤になった。

「どこまでこの国に害をなせば気が済むのか……っ！」

「カレルさま……」

　行き場のない怒りが爆発しそうで握りしめた拳に、ふとひやりとしたものが触れた。

「メローネ姫……」

　拳に手を添えてくれていたのはメローネだった。心配そうにカレルを見上げている。

「す、すまない……つい、取り乱しそうになってしまった」

「いいのです。無理もありません」

　メローネの声は穏やかで、怒りに荒れ狂う心をやわらかな風がそよぐように落ち着かせてくれた。カレルは取り乱したことを森の主にも詫びる。

「人間の諍いで、森に住む動物たちにも多大な迷惑をかけたと思うと、本当に申し訳ない……私が国王として至らないばかりに……」

　じっとカレルを見つめていた白蛇が視線の先をメローネに移す。

「カレルさま、森の主はカレルさまのせいではないことはわかっていると」

「それは……そうなのだろうか……」

　これまで自分で何度も繰り返してきた問いがよみがえる。

　国王として、貴族らの横暴を許してはならぬと思ったのは間違いだったのではないか。父のように長いものに巻かれ、虐げられる民から目をそらしていれば、表面上は穏やかな日々が続いていたのではないか……。

「いや……そうではない……」

　カレルは呻くようにつぶやき歯を食いしばった。

　無体な振る舞いを、やはり許すわけにはいかない。反乱貴族たちは、民から思うがままに搾取し、逆らう者の命さえ簡単に奪った。

　その嘆き苦しむ民の声から耳を塞ぐことはできなかったのだ。

「カレルさま……」

　思わずメローネの手を取り、すがるように握りしめてしまった。

「呪詛をこのままにしておけません。穢れは穢れを呼び、広がっていくものです。ですが、森の動物たちではとてもその呪詛の岩を取り除くことはできません。どうしても人の力を借りなくてはいけないのです」

「もちろん捨て置いたりしない」

　さっそく人手を集めてその場所へ向かう、とカレルは約束した。

「森の主は感謝しています。ただ今は都合が悪いと。呪詛の強さは月の満ち欠けによって変わっているそうです。満月のあと、月が欠けていく間は強くなるので、人も動物も近づかない方がいいとのことです。そして、新月を過ぎると呪詛は弱まるので、その時を待ってほしいと」

　カレルは少し考えた。

「呪詛にそんなものの影響があるとは……次の新月はいつだったか……」

　三日後です、とメローネが付け加える。

「ならば、それまでに準備を整えよう。他に、なにか必要なことはあるだろうか？」

「大岩を取り除く道具と人手だけで。あとは森の主とわたくしが呪詛を清めます」

　カレルはメローネを正面から見つめた。

「清めるとは、姫はどうしてそんなことができるのだろうか？　そもそも森の主もなぜこうして姫のもとへ？」

　不思議なところがある娘だとは思っていたが、やはりこれはただ事ではない。

「それは……」

　メローネが口を開くと、白蛇がゆっくりともたげていた首を下ろしするすると城壁を登っていきその向こうへ消えていった。

「森の主が……」

「席を外してくださったのです。これからはわたくしの話なので……」

　夜の静けさが急に辺りによみがえってくる。

「実は、わたくしは……」

　言いにくそうなメローネの様子にカレルは不安になった。

　一体なにを言い出そうとしているのかわからない。

「わたくしは、十八年前、生まれてすぐ……攫われたのです」

「攫われた？」

　カレルは耳を疑った。

　一国の王女が生まれてすぐ攫われるなど尋常な話ではない。

「これからお話しすることはすべて嘘偽りのない真実です。ですが、信じてもらえないかもしれません……心してお聞きください。わたくしは、赤ん坊の頃、妖精に攫われ、それから妖精の国で育ちました」

　なんと言っていいかわからず、カレルはぽかんとしてしまった。

　妖精の国？

　まったく思ってもみない話だ。

　何度かメローネ姫の言葉を頭の中で繰り返してから口を開く。

「妖精に攫われたとは、にわかに信じられない話だが……」

　もっともだとメローネもうなずく。

「カレルさまは、『妖精の取りかえっ子』という話をご存じでしょうか？」

「聞いたことはある。確か、おとぎ話というか、生まれたばかりのかわいらしい赤子が醜い妖精の子と取りかえられるとかいう……」

　まさか、とは思ったが、そのまさかだった。

「そうです。おとぎ話ではなく、その『取りかえっ子』が本当にわたくしの身に起こったのです」

　メローネの話はこうだった。

　ロンダルシア王国の国王夫妻の第二子として誕生した王女メローネは、生まれたその日の夜に突然姿を消した。

　メローネの両親は半狂乱となって城中くまなくさがさせたが、どこにも王女の姿はなかった。

　そして、王女が姿を消した代わりに、絹のシーツが敷かれていたゆりかごには、まるまると太った子ぶたが眠っていたらしい。

　ある日突然、妖精が人間の赤ん坊と醜い妖精と入れ替えて攫ってしまう。

　これは『妖精の取りかえっ子』という、おとぎ話の中で語られる出来事だ。

　それが実際に起こったという。

　美しい赤子だったメローネは、ゴブリンの息子の花嫁にするために攫われたのだ、と。

　それに気づいた妖精王が、メローネを助け両親のもとに帰そうとしてくれたが、ひとつ問題があった。メローネが生まれた時に父王から贈られたティアラをそのゴブリンが一緒に盗んで妖精の国に持ち込んでいたのだ。

　しかも、ゴブリンはそのティアラを、メローネを奪われた腹いせに木の虚うろに隠してしまった。

　さらに不運なことに妖精国の木は気まぐれで、ティアラを虚に抱えたままその日一気に成長した。そのおかげでティアラは木の中に呑み込まれ、取り出せなくなった。

　妖精の国に人間が迷い込んでしまった時、持ってきたものはすべて持ち帰るのが絶対とされていた。それが特別なものであればあるほど置いてきてはいけない。

　置いてきたままにすると、これまでの記憶を失ったり、ひどい場合は心をなくしたりしてしまう。

　メローネのティアラは彼女の誕生に合わせてあつらえた特別なもので、置いて帰っていいものではなかった。

　妖精は木を切り倒してティアラを取り戻す、という考えは持っていない種族だ。それよりも、やがて、木に花が咲き、実がなればその実からティアラは取り出せると考える。

　だから、待つことになった。

　ただし、妖精の国の木にいつ花が咲くかは妖精王にもわからない。

　それは、明日かもしれないし、百年後かもしれない。

　ティアラを取り戻すまで、メローネは妖精王の下で養育されることになったという。

　エルフたちとともにメローネは暮らし、物心ついてはじめて自分が人間だということを知ったらしい。

「妖精王はわたくしをいつか両親のもとへ帰すため、人間らしく育ててくれようとしました。両親のことは魔法の水鏡で知り、いつでも様子を見ることができました。父も母も、わたくしのことを思い、ずっとずっと帰りを待っていてくれて……」

　その時のことを思い出したのか、メローネの目尻に涙が光った。

「妖精の国は不思議で、人の世界からは想像もつかないところです。美しく優雅なエルフたちにいろいろなことを教わりましたが、わたくしは、必ず両親のもとへ帰ろうと、人として暮らせるようになろうと思いながら時を過ごしました」

　そしてその願いが叶う日がやってきた。

　なんと十六年の時を経て、ティアラを呑み込んだ木に花が咲き、実がなったのだ。

　実が熟して割れ、ティアラがはじめてメローネの頭上で輝いた。

「十六年という短くない間、育った妖精の国を離れるのはつらくなかったのか？」

「それは……心がふたつに引き裂かれるようでした」

　カレルははっとした。

「すまない。聞くまでもなかった」

　生まれた地とは違えど、育った場所を離れるのにつらくないわけがない。わざわざわかりきったことを聞いてしまった。

　だが、メローネはやさしく気にしないでいいとばかりに微笑んだ。

「人の世界に戻ったわたくしを、両親は本当に歓迎しよろこんでくれました。ティアラが身の証になる、と妖精王から言われていましたが、父と母はわたくしを一目見てメローネだと……」

　そこでまたメローネは言葉に詰まった。

　昨日のことのように記憶がよみがえってもおかしくはない。

　ロンダルシアの国王夫妻は、生まれてすぐ赤子の内に失った娘のことを一日たりとて忘れたことはなかったのだろう。

「だったら、せっかく戻ったご両親のもとをさらに離れることになっていいのか？」

　そう言うとメローネは少し寂しそうに微笑んだ。

「いまでは両親に会いにいこうと思えば会いにいけます、いつでも」

　どんなに戻りたくても叶わなかった時に比べたら、と。

「ですから、わたくしには、木々や風のささやきが聞こえますし、動物たちの想いも伝わってきます。カレルさまのことをいろいろとおしえてくれたのは、風や小鳥たちでした。皆、カレルさまのことをとてもいい方だと……」

　そこでメローネは頬を染めて俯いてしまい、カレルもなぜかどぎまぎしてしまった。

「そして、この国タルキスの窮状も知らせてくれました。この国の森は古くから大事にされてきた場所です。滅びれば行き場をなくした動物たちが他の森へ移動し、増えすぎた動物たちがまた森を滅ぼすでしょう。そうしてこの国だけではない近隣国の森が滅びていくことになります。水脈が穢れれば他の国の土地にも悪い影響が及んでしまう。多くの妖精たちが助けを必要としていました。そして、悲鳴を上げる森の動物たちとの橋渡しをできるのはわたくししかいないと……」

　それで森の主が遠くロンダルシアの地にいるメローネに語りかけてきたということだった。

「人の世の森と、妖精国の森は繋がっています。自由に行き来できるのは妖精だけですが、互いに影響を及ぼし合っているのです。人の世の森が滅びれば、妖精の国の森も歪んでしまいます」

　そこまで話してメローネはしばらく黙っていた。

「信じて……いただけますか？」

「正直、驚いたが、これまでのあなたを見ていたら、とても嘘とは思えない。城の者たちも言っていた。あなたは不思議な姫だと。まるでなにも見通しているようで、ジョンもあなたがはじめて会った時から自分の名前を知っていたと首をひねっていた」

　あのカラスから指輪を取り戻してくれたのも、まるで夢のようだった。

「それは、みんながおしえてくれるからです。馬の名前も、飼い主であるジョンの名前も馬が自分でおしえてくれました。誰にも言えない悩みを、人気のない庭や、木々や花々に向かって話す人もいます。たくさんの噂を風たちが運んでくれるのです」

　困っている者がいれば、ほんの少し手を貸すことがあるだけだと。

「メローネ姫。あなたのこの身の上を話すのは、勇気がいったのではないか？」

「はい……このことを知っているのは両親や乳母などわたくしとごく関係の近い限られた者たちだけです」

　このことはロンダルシアでもずっと秘密にされていた。随従してくれている侍女アマラも知らないのだ。

「隠して縁談を受けたことは、本当に申し訳ないと思っています。ですが、わたくしは、縁談を断られるわけにはいかなかったのです」

　森の主の助けを求める声に応えるためには、どうしてもタルキスの国王であるカレルの協力が必要だったからだ。

「メローネ姫……」

「お願いします、カレルさま。いまは、呪詛を取り除くことだけをお考えください……！」

　それだけ言って今度はメローネが逃げるように中庭から去っていった。

　カレルは立ち尽くしたまま、無意識に指輪に触れていた。










　新月まで三日の間、メローネは気分がすぐれないと部屋から出てこなかった。

　心配だったが、カレルはそっとしておき、森へ向かう準備を整えた。

　そして、新月の夜が明け約束の日になった。

「こちらです」

　城で力仕事に従事している者と、近隣に住む農夫の男たちを連れ、カレルは東の森へとやってきていた。メローネははじめてくる場所のはずなのに、よく知っているかのように道を進んでいく。

「この沢を登っていくと水源に着くはずです」

　農夫たちが不思議そうに顔を見合わせている。

「確かにこの沢を辿っていくと川の水源だけど、姫さまは、なしてこんなことを知ってんだ？」

　メローネは曖昧に微笑むだけで答えないが、森の主におしえられたと言えないのは当然だ。

「よし、では行こう」

　メローネにはここで待つように言いたかったが、やはり彼女にはいてもらわなくてはならない。思っていることを察したようにメローネがカレルの顔を見た。

「わたくしなら大丈夫です、カレルさま。参りましょう」

　沢沿いに進んでいくと、大規模な崖崩れが起こっている箇所があった。

「本当に崖が崩れているな」

　大きな岩がごろごろと転がり、近づくのがためらわれるほどだ。

「あの大きな岩の下です」

　その下で呪詛をかけられた猪が息絶えてしまったらしい。それがこの水脈を穢れしていくのだという。

　カレルは振り返って男たちに声をかけた。

「おまえたち、頼むぞ」

　威勢のいい声が返ってきて岩を動かす作業がはじまった。

　朝から作業をはじめ、昼を過ぎた頃、ようやく大きな岩が動き、血に染まった岩が見えた。

「うわあ！」

　農夫たちが悲鳴のような声を上げた。

「おまえたち、少し下がってくれ」

　カレルが声をかけると農夫たちは我先にとその場から距離をとった。確かに見ていて気持ちのいいものではない。

　だが、目をそらさずにメローネはその場所を見つめている。

「カレルさま……」

　振り返った顔が血の気をなくしている。

「メローネ姫、無理をしてはいけない」

　手を伸ばしたが、メローネは首を横に振った。

「しばらくここにはわたくしだけにしていただけますか？」

「姫だけに？」

　ここは森の奥深くだが、この前メローネを傷つけるものは森にはいない、と言っていた。少し離れたところにいればそれほど心配もないとは思うが……。

「大丈夫なのか？」

「はい。ですが、少し時間をいただきたいのです。お願いします」

　わかった、とカレルはうなずいた。

「なにかあったら大きな声で呼んでくれ。くれぐれ、無理はしないでほしい」

「ありがとうございます」










　カレルが農夫たちを休憩だと言って連れていってくれた。

　メローネはひとりになってゆっくりと大きく息を吸う。

『緑の姫……』

　いままでどこかで作業の様子を見ていたのだろう、森の主である白蛇が木の幹を伝って降りてきた。

「これは森の主。ご覧ください、ようやく岩を取り除くことができました」

　カレルと手伝ってくれた男たちの苦労をメローネは話した。

『人とその王に感謝せねばな……緑の姫、少し手伝っておくれ』

「はい」

　森の主が鎌首をもたげ岩を見つめると、どす黒い血と呪詛の染みが岩から浮き上がり、まるで生き物のようにくねくねと動き出した。

『姫……』

　メローネは遠くて近い妖精の国へと力を貸してくれるように念じた。

　すると、呪詛がもがき苦しみ、ついに空中で弾けて散った。

　呪詛がきらきらとした光の粒になって消えていく……。

「これで……」

『呪詛は闇に返った。もう心配ないだろう』

　ここから流れ出た穢れはやがて清められ、元に戻る、と森の主が言った。

「よかった」

　淀んでいた空気を吹き飛ばすようにさわやかな風が通り抜けていく。

「ありがとう」

　小鳥たちも飛んできて、機嫌のいいさえずりを響かせはじめた。

　心なしか森の主の鱗も昨日より輝いて見える。

『人の王に伝えてくれ、緑の姫。我とこの森は、豊かな恵みをもってこの恩を返すと』

「はい、ありがとうございます。これでこのタルキスの国と大地も息を吹き返すでしょう」

　作物はすくすくと育ち、家畜も肥え太るだろう。

　呪詛の穢れに影響されていた人々の心にも明るい気持ちが戻ってくるはずだ。

「本当によかった……」

　いつの間にか白蛇の姿は消え、ひとりメローネがたたずんでいるところにカレルがやってきた。

「メローネ姫、終わったのか？」

「はい、無事に終わりました」

　明るく言ったつもりだったが、カレルは心配そうな顔をしている。

「疲れたのではないか？　顔色が悪い」

「そうかも……しれません」

　確かに、体から力が抜けていくようだった。

「それはよくない。すぐに城へ戻ろう」

　カレルが馬を引いてきてくれて、メローネは城へ戻った。










　城に到着して、メローネはカレルの手を借りて馬から下りた。

　馬丁がきて馬を連れていき、城の広間でカレルとふたりきりになってしまった。

「メローネ姫、呪詛は晴れたというのに浮かない顔だが……」

「そんなことは……」

　メローネは力なく首を横に振った。

「やはり無理をさせてしまったのだろうか？」

「いいえ、わたくしは少し手伝っただけで、ほとんどが森の主のおかげで呪詛は浄化されましたから」

　いますぐ部屋に戻りたいのに、どうしてか足に力が入らない。

　メローネが立ち尽くしているとカレルが近づいてきた。

「では、これで姫のこの国での役目は終わったということだろうか？」

　メローネはなにも言えずにカレルを見た。

　カレルがそんなメローネを見てうっすらと微笑む。

「姫に自分から言い出させるのは酷だな。この度のこと、国王として心より感謝している。もし、これでやるべきことを果たして帰りたいというのであれば……ロンダルシアに戻ってもらってかまわない」

　ふいにカレルがメローネの前で片膝をついた。

「そうでなければ」

　そして、手を取られ真摯な目で見上げられる。

「ロンダルシアのメローネ姫、どうか私の妻になってほしい」

「……っ」

　メローネは息が止まるかと思った。

　特異な育ちの自分とは結婚など考えられない、とカレルが考えていたとしても無理はないと覚悟していたのだ。

「よ、よろしいのですか……わたくしは……」

　気味が悪いと遠ざけられてもおかしくはないのだ。

　生まれはもとより王妃にふさわしい育ちではないと、そう言われてもカレルを責めることはできないと覚悟はしていた。

「姫のやさしさや朗らかさが育ちのおかげであるのなら、私は妖精の国に感謝する」

　カレルの迷いのない眼差しを、メローネは一生忘れないだろうと思った。

「何度でも言おう。メローネ姫、私の妻になってほしい」

　カレルからの熱烈な求婚にメローネは少し膝を折り、精一杯心を込めて答えた。

「わたくしでよければ、よろこんで」

　カレルがメローネの手を引き寄せ、その指先にくちづけた。

　胸が震えて涙があふれてきたメローネをカレルが見上げている。

「……ありがとう、メローネ姫」

「カレルさま」

　メローネがゆっくりと促すように手を引くとカレルが立ち上がった。そのまま見つめ合っているとそっと抱き寄せられた。

「あなたは希有な存在だ。だが、そうではないところも……とても愛しい」

　胸が苦しいほど高鳴り、カレルの腕の中でメローネは、人として生まれてよかったと噛みしめるように思った。










　翌日から結婚式の準備がはじまり、メローネはなんだかそわそわして落ち着かなかった。

　そんなに華やかな式にはしなくていい、とカレルには伝えていた。

　ただ、できれば多くの民に祝福してもらいたい。

　そして、その祝福以上のものをメローネもこの国に返していきたいと思っている。

　縁談を断られるかもしれないと思いつつも、結婚式のためのドレスは持参してあり、あとは祝宴の準備だけだ。

　だが、アマラはそんなのんきではなかった。

「髪もどのようにして結うか決めませんと」

　メローネは中庭にいたところアマラに連れ戻され、鏡台の前に座らせられていた。

「ねえ、いつものようでいいのではないかしら？」

「いいえ、いけません」

　はじめはタルキスの暮らしに不安そうにしていたアマラだったが、いまではすっかり慣れたようで、元気になってメローネにも遠慮がなくなってきた。

「ここはロンダルシアで磨いてきた腕の見せ所ですから！」

「そ、そうね」

　仕方なくメローネが鏡を見ると、部屋に風が吹き込んできてアマラが悲鳴を上げた。

「きゃあ！　な、なに？」

　メローネは髪が乱れるのも気にせず椅子から立ち上がった。

「大変……」

「な、なにがです、メローネさま？　あ！　どちらに？」

　アマラが止めるのも聞かず、メローネは駆けだした。

　風が呼んでいる。

　今度はかなり切迫しているようだ。

　メローネが裏庭へついた時、ジョンがターシャの手綱を引きながら慌てふためいて走ってきた。

「どうしたの？」

「こ、仔馬が……！」

　馬たちを城の近くの草原へ連れていったところ、少し目を離した隙に仔馬の姿が見えなくなってしまったのだという。

「そんな……」

　もうすぐ日が暮れる。

「もしかしたら森へ行っちまったのかもしれねえです」

「森へ？」

　好奇心旺盛で、少し冒険心が出てきて母馬から離れてしまったのかもしれない。

　迷子になった仔馬が木の根に足を取られて怪我でもしたら大変なことになる。

「ターシャを借りるわ」

　メローネはジョンが連れていた手綱だけつけたターシャに飛び乗った。

「悪いわね、ターシャ。草原までもう一走りしてちょうだい」

　ターシャはいななき城外へと走り出した。あっという間に草原を抜け、森が見えてきた。

　風がメローネを導くように吹く。

「あっちよ、ターシャ」

　手綱を引いて伝えずともターシャはメローネの思った通りに木々の間を走り抜けていく。

　何度か母馬であるターシャがいななくが、仔馬の気配はない。

　メローネはターシャが疲れてしまわないよう、一度足を止めさせた。

「ごめんなさい、無理をさせてはいけないわね」

　日が暮れてしまった森では小鳥たちの助けは望めない。さらに、風がそよとも吹かなくなってしまった。

「風が……」

　まったく風が吹かなくなることもある。

　これでしばらくは助けを期待できない。

「どこへ行ってしまったのかしら……？」

　メローネは辺りを見回した。

　鬱蒼としてほんの少し先しか見通せない。

　森は昼と夜では違う場所のようになってしまう。

　これは妖精の国で学んだことだ。

　闇雲にさがしていては、ターシャを疲れさせ、危険な目に遭わせてしまう。

「ターシャ、水の匂いがわかるかしら？　あなたの仔馬は水辺にいるかもしれないわ」

　どんな動物もいつかは喉が渇き、水場をさがすものだ。

　まだ幼い仔馬でもその本能は備わっている。

　メローネの頼み通りターシャは顎を上げ、鼻を高くして水の匂いをさがしている。そして、メローネの方に首を向けた。

「わかったのね？」

　ゆっくりとターシャは歩き出し、しばらくして小川へたどり着いた。

「すごいわ、ターシャ。ここから流れを辿って下流へ向かってみましょう」

　こうしている間にも陽は暮れてくる。

　まだ風は収まったままだ。

　さすがに焦りが募ってきたが、落ち着かなくては、とメローネは自分に言い聞かせた。

　馬は賢く繊細な生き物だ。

　メローネが不安を感じていれば、それがターシャに伝わってしまう。

　それに、日が暮れても馬は夜目が利く。

　ここはターシャに頼るしかない。

「きっと見つかるわ。辛抱強くさがしましょう」

　そう言ってメローネはターシャの首を撫でた。

　ふとターシャが耳を前方に向けて足を止める。

「見つけたの？」

　メローネも薄闇の中目をこらすと川辺に仔馬らしき影が見える。

　ターシャが鼻を鳴らすと影がこちらにやってきた。

「よかった、いたわ！」

　メローネがターシャから降りようとした時、声が聞こえた。

「姫、そこにいるのか！」

「カレルさま？」

　メローネは思わず動きを止めて、声の主カレルが近づいてくるのを待った。すると、愛馬に乗ったカレルが現れた。

「無事か、メローネ」

「はい、仔馬を見つけました」

　そう言うとカレルが肩を落とし大きくため息をついた。

「私は姫の心配をしている」

「え……？　あの、それは……大丈夫です」

　メローネは胸がどきどきして戸惑った。

　心配をかけて申し訳ないと思ったのにもかかわらず。

「なんにせよ、無事でよかった」

　カレルも同じように道を愛馬にまかせ小川を辿ってここに行き着いたらしい。

「姫さま！」

「ジョン」

　遅れて到着したジョンが、仔馬を見つけて駆け寄った。

「よかった、よかったよ」

　ジョンは仔馬に怪我がないか確かめ、首筋を何度もやさしく撫でている。

　その様子に、無事に仔馬が見つかって本当によかった、とメローネはほっとした。

「ありがとうございました、姫さま」

「見つけたのはターシャよ」

　そうかそうか、とジャンがターシャの首を撫でる。

「では、二頭を連れて帰ります」

　ジョンがターシャの手綱を取ると、カレルがメローネに言った。

「こちらへ」

　カレルに手を差し伸べられてメローネはきょとんとした。

「夢中で馬に乗っていったんだろう？　だが、さすがに鞍のない馬はあぶない」

「え、えっと……わたくしは……」

　どんな馬もメローネを振り落としたりはしない。そもそも、幼い頃から鞍のない馬に乗ってきたのだが……。

「で、では、お言葉に甘えて……」

　カレルの方に手を伸ばすとひょいと横抱きにされ、彼の馬の鞍に乗せられた。

「きゃ……っ」

「大丈夫か？」

　耳元でカレルの声がしてメローネは思わず首をすくめてしまう。

　じたばたしてしまい、さらにカレルに腰を抱き寄せられた。

　メローネはぎこちなくカレルの脚の間に収まった。カレルの愛馬が首を回してそんなメローネをじっと見ている。

「そんなに見なくても……」

　思わずつぶやくとカレルが背後から顔をのぞき込んできた。

「どうした？」

「なんでも！　なんでもありません」

　メローネは自分でも頬が赤くなっているのを感じて俯いた。慣れない状況にどうしていいかわからない。

「だ、大丈夫です。恐れ入ります……」

　なんとかカレルの馬の鞍に収まり、メローネたちは城へと戻った。

「本当に、ありがとうございました、姫さま」

　無事に城に到着したジョンと親子の馬がほっとした様子で自分たちの馬小屋へ向かうのを見届け、メローネはカレルの馬とともに厩舎に向かった。

　そうしてふたりきりになると、カレルが、

「メローネ姫、仔馬を助けようとしたのはわかる。だが、あなたはひとりでこんなことをしてはいけない」と。

「申し訳ありません……でも、どこの森でも、わたくしに危害を加えるような動物はおりませんのよ」

　腹を空かせた熊が目の前に現れてもメローネは恐ろしくない。

「それに、もしですけど、誰かよからぬ者がいたとしても、動物たちが守ってくれますし」

　狩りをする人間は動物のふいをつく。

　だが、あらかじめわかっていれば、森で動物に勝てる人間はいない。

「だが、やはり夜の森は危険だ。そんなところに姫がひとりでいるかと思うとやはり私は心配で居ても立ってもいられない」

「え、えっと……それは……」

　メローネがおろおろしているとそっと抱き寄せられた。

　控えめに、壊れ物のように扱ってくれるカレルの腕から想いが伝わってくる。

　こうしてカレルに寄り添っていると、胸の奥からしあわせな気持ちがこみ上げてきて全身に広がっていく。

　いままで感じたことのない心地だった。

　そして、これが恋なのだと誰におしえられずともメローネにはわかった。

　幼い頃、妖精の国から水鏡で父母の姿を見ていた。

　声は聞こえずとも、母はメローネの身を案じて嘆き、父がそれをやさしく慰めているのがわかった。いたわり合い寄り添うふたりの姿は美しく、あたたかなものを感じた。

　いつかメローネも両親のようにお互いを想い合い愛を育んでみたいとずっと思っていた。

　それが、ついに叶うのだ。

「カレルさま……」

　メローネは結婚式の日を待ち遠しく思った。

　さらなる試練が待っているとも知らずに。
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　翌日、大臣など王国の閣僚が列席する政務会議で、カレルはメローネとの結婚を正式に発表した。

　城中が色めき立ち、女たちはあわただしく準備をはじめた。

　カレルも大臣や侍従長たちと式の打ち合わせが続き、城はいままでにない活気に包まれていた。

　メローネも準備に忙しくしていると聞き、カレルは空いた時間で様子を見にいった。

　どうやら女たちと針仕事をしているらしい。

「まあ、いやだわ」

　メローネの声とともにどっと笑いが起こった。

「どうした？　なにかおもしろいことでもあったのか？」

　そう話しかけると女たちが黄色い悲鳴を上げ、わらわらと周りを取り囲んできた。

「陛下、陛下！」

「見てくださいよ、メローネさまの刺繍を！」

　渡されたハンカチを見てみると、なんだかよくわからない刺繍が施されている。

「これは……魚か？」

　色とりどりの小魚の群れが刺繍されているように見えてそのまま口に出すと、辺りが静まりかえってしまった。

　メローネがぽつりと言う。

「花です」

「は、花か！　確かに、よく見るとかわいらしい花だな！」

　なんとか言い繕ろうとしたが、メローネはぷいと輪の中から出ていってしまった。

「あれまあ」

　女たちの視線が突き刺さる。

「魚はちょっと……ねえ？」

「花には見えるわよね」

　そう口々に言われ、カレルは居ても立ってもいられなくなった。

　あわてて追いかけると中庭のくすのきの下にメローネは背を向けて立っている。おそるおそる声をかけると微笑みながら振り向いた。

「そんなに急いで追いかけてきてくださるなんて」

　メローネはくすくすと笑っていて気を悪くはしていないようだ。

「その……悪かった」

　カレルが謝ると気にしていない、とメローネは明るく言う。

「自分でもわかっていますから。エルフたちは音楽は奏でますが、絵を描いたり、はしないので、わたくしもそのように育ったのです」

　だから、絵を描くことも絵心の必要な刺繍も不得手なのだと少し恥ずかしそうに言う。

　素直で自分を偽らないメローネにカレルの胸はあたたかくなった。

「メローネ姫、よければこれをもらってもいいだろうか？」

　そう言うとメローネが飛びつくようにハンカチを取り戻そうとしてきた。

「そんな！　だめです！」

　頭二つは背の低いメローネからハンカチを遠ざけるのは造作もないことだ。ハンカチを持った手を高くあげるとメローネにはもう届かない。

「お、お返しくださいっ」

「なぜ？」

　メローネはあきらめずに飛び上がってハンカチを取り返そうとしてくる。

「待っていてください。練習して上手になってからお贈りしますから。ど、どうしてそのような不出来な刺繍を……っ」

　子どものように顔を真っ赤にしているメローネは本当にかわいらしい。

「これを見ればいつでもそなたのことが思い出せるだろう？」

「え……」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねていたメローネが動きを止めた。

「練習しようと思っているのですよ？　もっと上手になるかもしれないのですよ？」

「これがいいんだ。とてもメローネ姫らしい」

　結局、メローネは恥ずかしそうにしながらもカレルがこのハンカチを持つことを許した。

「でも、上手にできたら、それと交換してくださいね？」

　一応、わかったと返事はしておいたが、これを返すつもりはなかった。

　一生懸命針を動かしていたメローネを想像すると、とても手放せそうにない。

　そうしてメローネと別れ、ハンカチを手にしたカレルは政務に戻るため、城の階段を上っていた。

　部屋の近くまでくると、廊下に見覚えのない青年が立っていることに気づいた。

　青年は思わず目を瞠るほどの美貌の持ち主で、変わったローブを纏い、銀糸のような長髪を無造作に背中に流している。

　国王であるカレルが近づいても少しも動じていない。

　カレルは青年の少し手前で足を止めた。

　年の頃はカレルより少し下くらいの外見だが、おそらく見た目通りの年齢ではないだろう。

「人ではないとお見受けするが……」

　そういうと壮絶な美貌の青年が口の端を歪めて言った。

「当然だ。私が人間だと思うのならその目は腐っているとしか言いようがない」
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　あまりに辛辣な返しを受け、カレルは息をのんだ。しかも、青灰色の瞳はするどく、なぜかこちらを睨みつけているような気がする。

「では、妖精の国から来られたお方であろうか」

　青年は謎めいた笑みを浮かべるだけで答えない。

　やはり一筋縄ではいかない相手のようだ。

　それでも、どうにか無礼のないように接しなくては、と思っていると声が聞こえた。

「トリニオン？」

　まだドレスも着替えておらず、あわてて駆けつけた様子のメローネが呆然としている。

　メローネを見た青年は、表情は動かなかったが雰囲気が少し和らいだ気がした。

　やはりメローネの知っている者だったようだ。

　それにしても、次から次へと。メローネがこの国にきてからというもの退屈しない。

　メローネはやっと事態が呑み込めたのか、つかつかと青年に近づいた。

「風が知らせてくれたけど、信じられなかったわ。どうして……」

　メローネは驚きのあまりか、続く言葉が出ないようだ。

「メローネ、こちらは？」

「私はエルフのトリニオン」

　エルフだという青年が傲然と顎を上げて名を告げた。

「エルフの……」

　カレルはさすがにエルフを目にするのも、言葉を交わすのもはじめてだったが、物語や言い伝え通りの麗しい姿をしているものだと感心した。

「では、トリニオン殿。こちらへは、メローネに会いにきてくださったのか？」

「そうだ。私はずっとメローネの守り役だった。妖精王の命でゴブリンから赤子のメローネを救い出したのも私だ」

「貴殿が……」

　となると、彼は妖精の騎士なのかもしれない。優雅な姿はとても剣を振るうようには見えないが、雰囲気は隙がなく堂々としている。

「それで、なにをしにきたのかしら、トリニオン」

　なぜかメローネの言葉には棘があるように聞こえて、カレルは間を取り持つように言った。

「メローネ、トリニオン殿は我々の結婚を祝うためにきてくださったのではないだろうか？」

「結婚を、祝うため？」

　そう言ったものの、メローネの目は疑り深くトリニオンを見ている。

「……そうなの？　トリニオン、妖精王の名代としてきてくれたというの？」

「まあ、そんなところだ。しばらく滞在させてもらうぞ、タルキスの王よ」

「歓迎しよう、トリニオン殿」

　では、部屋を、と言ったところでトリニオンに遮られた。

「私に部屋などのもてなしは不要だ。ただ、城内は自由に歩かせてもらうぞ」

　面食らったが、相手はエルフだ。

　ここは言う通りにした方が。

「では、なにかあれば遠慮なく申しつけられよ」

　トリニオンはそれでいいとばかりにさっさと歩いていってしまった。

「本当なのかしら……」

　その後ろ姿を見つめながらメローネが小さな声で言った。

「メローネ、なにか心配なのか？」

　振り返ったメローネは少し困ったような笑みを浮かべていた。

「心配というほどではありませんが、彼はエルフなので人の世の振る舞いというものをきちんと理解しているかどうか……」

　メローネは自分も妖精の国で人の世のことを学び、水鏡で様子を見ていたのにもかかわらず、戻ってきた時はおかしなことをして周りを困惑させたという。

「そなたのことを見守ってきてくれた御仁なのだろう？　だったら心配することはあるまい。それにおかしな振る舞いには慣れている」

「カレルさま……」

　うっとりとした目でカレルを見上げてきたメローネがはっと我に返ったように言った。

「それはどういう意味なのでしょう？」

　笑って誤魔化すとメローネが頬を膨らませた。

「だから心配ない」

　カレルは自分の心にもずいぶん余裕ができてきた。

　この時はそう思っていた。










　城で勝手に過ごすと言った通り、トリニオンは夜の間メローネの前にも姿を見せなかった。

　エルフは気まぐれだ。

　もしかして妖精の国に帰ったのかも、と思ったが朝になって小鳥たちが中庭にトリニオンがいると知らせてくれた。

　急いで着替えて中庭へ向かうと、女たちがわいわいとトリニオンの周りに集まってきていた。

「ト、トリニオン？」

　トリニオンは女たちに囲まれて平然としている。

「こちらはどなたなんです、姫さま。陛下が昨夜遅くお客さまが到着されたとおっしゃってましたけど」

「え、えっと……」

　メローネは隣に立つトリニオンをちらりと見た。

　エルフの特徴である長くとがった耳は、まやかしの魔法で隠しているが、他はそのままだ。

「ぎ、吟遊詩人なの、トリニオンは。遠い国の生まれで、ずっと歌を歌いながら旅をしているのよ」

「吟遊詩人！」

　女たちが歓声を上げた。

　口々に吟遊詩人の歌が聴けるなんてずいぶん久しぶりだとはしゃいでいる。

「それに、こんな見目麗しい方なんてね」

「でも、ずいぶんと人間離れしたお姿のような……」

　メローネはぎくりとした。

「とても遠い異国の出身なの！　だからだと思うわ！　本当に遠い国なのですって！」

　つい大きな声を出してしまったメローネに、皆が唖然としている。

「ご、ごめんなさい。とにかく、皆さん彼のことをよろしくね」

　トリニオンが眉を寄せてメローネを睨めつけたが、負けじと目で訴える。

「ロンダルシアの父王がお祝いとしてつかわしてくれたの」

　女たちはそれは楽しみだと仕事に戻っていった。

　中庭にふたりきりになるとトリニオンが眉を寄せる。

「なんだ、私を吟遊詩人などと」

「お祝いにきてくれたのでしょう？　だったらわたくしの望みは婚礼の場で祝いの歌を贈ってくれることよ」

　トリニオンはエルフの中でも一、二を争う竪琴の名手だからちょうどいい。

「私は人間の歌など知らぬし、人間に聴かせる歌ももっていない」

「わたくしには歌ってくれたでしょう？　それと中庭のくすのきは歌が好きなの。広間の窓の下に生えているから、小さな頃からずっといろいろな歌を聴いてきてるって言ってたわ」

　だから、婚礼の日までくすのきに歌を習ってほしい、とメローネは頼んだが、トリニオンはいい顔をしない。

「どうして？　わたくしの結婚を祝いにきてくれたのでしょう？」

　トリニオンはここへきたのは妖精王の名代だと言っていたが、メローネはあまり信じていなかった。

　なぜなら、それが本当だとしたら事前に妖精王は知らせてくれるはずだからだ。それに、かの王は妖精が人と直接関わるのをあまりよしとしない。昔から妖精と関わると不幸になる人間が多いからだとメローネは聞いていた。なにが悪いというわけではないが、やはり異質なもの同士は交わらない方がいいと妖精王は考えている、と。攫われてきたメローネを人の世界へ戻そうとしてくれたのもそれが理由だ。

　いくらメローネの結婚式のためでも、こうしてトリニオンを寄越してくれるとは思えなかった。

「だったら、トリニオンのお祝いってなんなのかしら？　他になにか当日驚きの贈り物があるの？」

　そう言ってみるとトリニオンは不機嫌そうに黙ってしまった。

「もちろん、式に出席してくれるだけでもわたくしはとてもうれしいわ。大切な人には花嫁姿を見てほしいもの」

　これはメローネの本当の気持ちだった。

　トリニオンが結婚を祝いにわざわざきてくれたのならうれしいし、エルフたちとはもう会うこともないと思っていたのだ。

　しばらく眉を寄せたままだったトリニオンがようやく口を開いた。

「……わかった。おまえが望むなら歌を贈ろう」

「ありがとう、トリニオン」

　メローネはほっとした。

　こうして約束をしてしまえば彼もさすがに守ってくれるだろう。

　幼い頃から聴いていたトリニオンの歌声が、もう一度聴けると思うと、メローネも楽しみだった。

















六












　今日はついにカレルとの結婚式だ。

　メローネは逸る胸を押さえ寝台から起き上がった。

　年頃の娘らしく、どきどきして落ち着かない。

　窓を開けると小鳥たちが飛び込んできた。

「またトリニオンね……」

　どうやらなにかあったようだ。

　この調子ではなかなか花嫁気分が盛り上がらない。

　小鳥たちから聞くと、トリニオンはどうやら裏庭にいるらしい。

　そんなところでなにをしているのかと思いながら駆けつけると、人影が見えた。

「マリー？」

「ひ、姫さま……」

　マリーが震えながら立ちすくんでいるのを、トリニオンが間近でじろじろ見ている。

「なにをしているの、トリニオン」

　メローネはマリーを抱き寄せ、背中にかばった。

「私はなにもしていないぞ。ただ、この娘になにをしているのか聞いただけだ」

「なにをしているか聞いただけ？」

　マリーはいつものように洗った洗濯物を干し場に持っていっているだけだ。

「なにって、なにも珍しいものなんてないでしょう」

「センタクモノだと言っていた。服を洗って干す？　なぜそんなことをわざわざするのだ？」

　メローネは額を押さえた。

　エルフは当然洗濯などしない。

　そもそもの体質が人とは違い、着ているものがそうそう汚れたりしないからだ。うらやましいことにたまに水浴びをするだけで、美しさを保てる。

「まあ、トリニオンったら。そんな妙な冗談を……」

　メローネはあわててトリニオンの腕を引っ張りその耳にささやいた。

「人はそうなの。エルフの服みたいに丈夫で汚れなくて何百年も痛まない服なんて人の世にはないのよ」

　メローネもエルフの服を着て育ったからよくわかる。人が普段着るドレスの重さと着心地の悪さに驚いたものだ。ただそれにはすぐに慣れた。いまでは人の世の生地の素朴な肌触りや温かさもいいものだと思っている。

「物好きだな」

　反論したかったが、人の世界に何日かいたくらいでは理解できないだろう。

「そんなに怯えなくても大丈夫よ、マリー。なにかされたわけじゃないんでしょう？」

　人聞きの悪いことを言うな、とトリニオンが人間くさくぼやく。しばらくなだめているとマリーがやっと口を開いた。

「あ、あの、お、お顔が……きれいすぎて……」

「え？　顔？」

　メローネは、ちらりとトリニオンを見る。

　見慣れていてもうなんとも思わないが、確かに人の世では見ない顔立ちかもしれない。

「そうね、見慣れないわよね。でも、トリニオンの国ではこれくらい普通なのよ」

　だから気にしないで、と言うと、マリーはなんとかうなずいた。

「あ、あの、姫さま……今日はおめでたい日ですね……」

「マリー……」

　メローネは胸が熱くなった。

　トリニオンのおかげもあってあわただしくしているが、結婚式当日の実感が湧いてくる。

「ありがとう、マリー。とってもうれしいわ。あなたも祝宴を楽しんでね」

「は、はい。城で働く者を招待してくださるって……皆よろこんでました」

　メローネはトリニオンを振り返った。

「トリニオンも祝宴で歌を歌ってくれるのよ」

　はっとしてトリニオンを見たマリーが逃げるように仕事に戻っていった。

「なんだ、あの娘は」

　走り去るマリーの後ろ姿をトリニオンが怪訝そうに見ている。

「恥ずかしがり屋なだけよ。でも、とっても刺繍が上手でやさしい子なの」

「……恥ずかしがり屋？」

　トリニオンは首をひねっている。

　恥ずかしいなどと思うことのないエルフには理解しがたいだろう。

「それで、トリニオン。ついに今夜だわ。歌は練習してくれたのかしら？」

　トリニオンはおもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「私に練習など必要ない。どんな歌でも一度聴けば十分だ」

「ありがとう。楽しみにしているわね」

　そう言うとトリニオンが竪琴を手にし、笑みを浮かべた。

「ああ、期待してくれていい」

　日が暮れたら広間にきてほしい、とメローネは言い置いて支度のために部屋へ戻った。










　結婚の誓いの式は城の敷地にある礼拝堂で厳かに行われた。

　メローネは生まれた時に父王から授かったティアラで礼拝堂に入り、誓いが終わりカレルからタルキスの王妃の証として新たに宝冠を頭上に戴いた。

　建国以来タルキスに伝わる王妃の宝冠は重く、これからメローネにかかる責任を示しているように思えて、まだ若いメローネは不安も感じたが、隣にいるカレルを見ると安心した。

　きっとふたりでなら、また元のようにタルキスを豊かな国にできると。

　カレルと腕を組んで礼拝堂を出ると、歓声とともに風が巻き起こり、花吹雪が舞った。

「花が……」

　カレルが花吹雪を見ながら微笑んだ。

「はじめてあなたがタルキスにきた時も、同じことがあった。あれは、妖精たちからの祝福だったんだな」

「はい……」

　メローネが胸がいっぱいになって涙をこぼすと、カレルが上着の隠しからハンカチを出してそっと涙をぬぐってくれた。

「そのハンカチ……」

　以前、メローネが刺繍したものだった。

「あれからいつも持っている。もったいなくて使ったのははじめてだが」

「カレルさま」

　見つめ合っていると、周りからはやし立てられ、その声に応えるようにカレルがメローネを引き寄せてやさしくくちづけた。

　そんなふたりの上に花びらが降り注ぐ。

　誰もが新しい国王夫妻の誕生によろこび、祝福を口にした。










　式が終わり、城の広間では祝宴がはじまった。

　城の門と扉はすべて開かれ、誰でも参加していいことになっている。ほとんどがタルキスの民だったが、旅の音楽家たちも少し集まってきていた。

　これでタルキスが少しでも立ち直りはじめたと近隣の国に伝わるに違いない、とメローネはうれしかった。

　そうなればまた様々な国から交易の品が集まってくる。美しい刺繍糸が手に入る日は近いだろう。

　祝宴では、すべての庭にテーブルが用意され、ごちそうが並べられた。

　その料理に使われている様々な果実は、森の主からの贈り物だった。今朝、厨房の扉の前に山のように積まれていたのだ。おかげで料理長を驚かせてしまったが、料理の彩りが一層華やかになったとよろこんでいた。

　宴もたけなわになった頃、ついに広間の中心にトリニオンが進み出て竪琴を構えた。

　広間に入れない女たちが押すな押すなと窓の下にまで集まっている。

　そうしてトリニオンが竪琴の弦をつま弾き、歌がはじまった。

　さすがエルフの歌と演奏は素晴らしかった。

　どこまでも朗々と響く声。

　ひとつの竪琴で奏でているとは思えない複雑な旋律。

　誰もが夢見心地のような表情でトリニオンの歌声に酔いしれている。

「なんと……これほどまでとは……」

　メローネの隣に座るカレルも息をのんでトリニオンの演奏に聴き入っていた。

　遙か昔には、エルフが人の酒宴にこっそり紛れて歌を歌ったりしたこともあったそうだが、いまでは滅多にないという。

　世にも珍しい。

　一曲で終わりかと思ったが、人々に乞われるままにトリニオンは歌を続けた。

　メローネがそんなトリニオンを意外に思っていると、背後からそっと侍女に声をかけられた。

　恥ずかしくてカレルの顔が見られずに、メローネはそそくさと目立たぬように部屋へ戻った。湯を使った後、ゆったりとした夜着に着替え、薄暗い寝室へ向かう。

　身支度を手伝ってくれた侍女たちが音も立てずに部屋を出ていく。

　もうすぐカレルがこの部屋を訪れて、ふたりは夫婦になるのだ。

「わ、わたくし……」

　胸がどきどきして落ち着かない。

　心の準備を整えなければ、とメローネは大きく息を吸った。

　そうしてふと辺りが静かになり、トリニオンの歌声が耳に残っていることに気づいた。

　素晴らしい歌だったから無理もない、と思ったが、歌声はだんだんと強くなり頭に響くようによみがえってきた。

「え……これは……」

　メローネは耳を押さえてはっとした。

「魔法の歌だわ……」

　気がついた時にはもう遅かった。

「カレル……さま……」

　猛烈な眠気が襲ってきて、メローネはなすすべもなく寝台に倒れ込んだ。






　はっとしてメローネは目を覚ました。

「ここは……」

　むせかえるような森の匂い。

　この濃密な空気は妖精の国のものだ。

　十六年の間ここで育ち、故郷とも呼べる国だ、間違いない。

　ただ、見覚えのない場所にいた。

「一体、ここは……」

　メローネがいるのは、石造りの殺風景な部屋だった。

　扉がひとつあるだけで、窓はない。

　開くわけがないと思ったが、メローネは扉の取っ手を回そうとしてみたが、案の定少しも動かない。

　閉じ込められているのだ。

　こんなことをするのはトリニオンしかいない。

「でも、どうして……」

　妖精の国のエルフは気まぐれで、いつも旅をして暮らしている者がほとんどだが、トリニオンはなにかと傍にいてくれたのだ。それは妖精王の命令だったのかもしれないが、メローネが眠れない時は昔話を聞かせてくれたし、いろいろなことをおしえてくれた。

　人の世界に帰るとなった時も、快く見送ってくれたと思っていたのに。

「よりによって婚礼の日になんて……」

　一体なにを考えているのかわからない。

　もともとエルフがなにを考えているかなどわからないのだが……。

　メローネが立ち尽くしていると、ふとトリニオンの気配がした。

　扉を開けるでもなく、当の本人が部屋に現れた。

「トリニオン、これはどういうこと？」

　トリニオンはいつもと同じ様子で特に悪びれる風でもなく言った。

「戻ってこられてうれしいだろう、この国に」

「なにを言っているの、トリニオン。わたくしをいますぐカレルさまのもとへ帰して」

　声をあらげるメローネをトリニオンがちらりと一瞥する。

「嫌だと言ったら？」

「わからないわ、どうしていまになって連れ戻したりするの？」

　ティアラを手にしたメローネが人の世に戻れるとなった時、トリニオンは特に反対もしなかった。メローネはそのことを少し寂しく思っていたのに……。

「もともと私はおまえが人の世に帰るのは反対だった。ただ、親には一目会いたいだろうと思ったからなにも言わずに見送っただけだ。人の世で暮らしても、しばらくして馴染めずにこちらでの暮らしの方が性に合っているとすぐにわかると思っていた」

　その証拠に、とトリニオンは続けた。

「実際おまえが人の世に馴染めずにいたのを知っている。妖精の国となにもかも違う暮らしに。人間用の寝台で寝るのでさえ、はじめは眠れずに苦労していただろう」

「な……どうしてそんなことを知っているの！」

　もちろんトリニオンは魔法の水鏡で見ていたのだろう。

　メローネもエルフたちに心配をかけたくなかったから、水鏡を防ぐおまじないを部屋には施していたが、足りない材料があったせいで効果は薄かったようだ。

「でも、いまではずいぶん慣れたし、よく眠れるようにもなったわ」

　妖精の国で暮らしていた頃のメローネは、夜は気ままに好きなところで寝ていた。

　気持ちのいい風が吹く夜は、川辺でせせらぎを聞きながら眠ったり、銀狐の家族たちが丸まっている巣穴で眠ったりしていたのだ。

　特に銀狐のふわふわの毛皮に包まれて眠るのは至福の心地よさだった。

　夜風も感じられない、虫の声も、梟の鳴き声も聞こえない部屋でひとりしずかに眠るのはなんだかとても寂しくて、だからといってロンダルシアに戻った時、メローネはもう十六歳で子どもではなかった。誰かに一緒に寝てもらうわけにはいかなかったのだ。

　一度バルコニーに毛布を持ち出し眠っていたら、朝になってアマラに見つかり叱られてしまったこともある。

　両親はそんなメローネをあたたかく見守ってくれたが、王宮内には変わった王女だと遠巻きに噂したり、あからさまに避けたりするものもいた。

「しかも、あんな国にわざわざ嫁ぐなど……いつまたくだらない争いが起こるかもしれないのだぞ？」

「カレルさまの治世でもうそんなことは起こらないわ」

　すかさず反論するメローネをトリニオンが鼻で笑った。

「なぜそんなことが言い切れる？　人間など信用できるわけがないだろう？」

「いいえ！」

　メローネは激しく首を横に振る。

「トリニオンは人のことを誤解しているのよ」

「なにを言う。私はおまえよりずっと長い間愚かな人間たちを見てきたのだ。その証拠に、タルキスの土地も森も人間たちのせいで荒れ果ててしまった」

　同じことがまた起こらないとどうして言い切れる？　とトリニオンが言う。

「トリニオンは妖精の国から見ていただけでしょう？　実際に人とは関わってはいない。わたくしはまだ短い間だけど、人の世界で暮らして、いろいろな人がいることを知ったわ」

　反乱を起こした貴族たちのような者もいるが、懸命に暮らしを立て直し王国を再建しようと努力する人たちもいる、とメローネは話して聞かせた。

　だが、トリニオンは聞く耳を持たないとばかりに踵を返そうとする。

「おまえはこれからもここで暮らしていけばいい」

「いいえ、それはできない。わたくしをカレルさまのもとへ帰して！」

　メローネの叫びにトリニオンが現実を思い知らせるように言った。

「他でもない婚礼の夜に、他の男に攫われた花嫁を取り戻しにくる花婿はいない」

「え……」

　メローネの胸の奥がひやりと冷たくなった。

　男にとってそんな不名誉なことはないからだ、とトリニオンは言う。

「不名誉ってなに？　他の男って、あなたはわたくしにとって兄も同然だわ！」

「そんなことは他の人間にはわからない」

　トリニオンは続けた。

「メローネ、私もおまえを妹のように思っている。だからこそ、そのおまえがこれ以上傷つく姿を見たくないのだ」

「わたくしは、どんなに傷ついても、人の世で生きていくわ」

　それが本来のあるべき場所なのだから。

「仕方がない。おまえは幼い頃から言い出したらきかないからな」

　トリニオンが足下に手をかざすとそこから魔法の水鏡が湧くように出てきた。銀細工の水盆をニンフの乙女たちが支えている意匠で、水盆の中心にみるみる水が溜まり、やがてその水面が鏡のように光を反射しはじめた。

「見ろ、あの男の様子を」

　メローネは思わず顔を背けてしまった。

　トリニオンが言うように、カレルがもうあきらめたような様子でいるとしたら……？

　なにしろここは妖精の国だ。

　人にはどうすることもできない。

「見ないのか？　おもしろいことになっているのに」

　メローネははっとして振り返り、水鏡をのぞき込んだ。

　だが、そこにはなにも映っていなかった。

「トリニオン」

「わざわざ見る必要もない」

　トリニオンがさっと手をかざすと水鏡の水は涸れるようになくなってしまった。

「あきらめろ、メローネ。人の世界に戻るなんてはじめから間違いだったのだ」

　そう言ったトリニオンの姿が煙のように消え、あとには窓も扉もない部屋にメローネだけが残された。

「待って、トリニオン！　わたくしはもともと人なの！　人なのよ！」

　だが、あっという間にトリニオンの気配は感じられなくなり、何度呼んでも応えは返ってこなくなった。

「そんな……」

　メローネはその場に膝をついた。

　途方に暮れそうになったが、なんとか気を取り直す。

「どうにかしてカレルさまにこのことを伝えないと……」

　だが、この部屋からメローネの力で出られるとは思えなかった。

　メローネもいくつかの『おまじない』くらいは使えるが、それらではやはりエルフの魔法には敵わない。

「カレルさま……」

　カレルのことは信じている。

　きっと突然姿を消したメローネのことをさがしてくれているはずだと。

　なんとかここから出てカレルのもとへ帰るための手立てを考えようと部屋の中を行ったり来たりしていたメローネは、ある匂いに気づいた。

　かすかだが、水の匂いだ。

　人の世界にいる時はそうでもないが、妖精の国にいると匂いに敏感になる。

　鼻を頼りにさがすと、部屋の隅の暗がりで、石の壁からほんの少し水がしみ出していた。

「これだわ」

　メローネはそれを夜着の袖口に染みこませ水鏡の上で絞った。

　ほんの数滴だが水鏡に溜まる。

「何度も繰り返せば……」

　きっとカレルの姿が映るはずだ。










　薄明かりの中、かすかに花の香りが漂っている。

　部屋の中央にある天蓋付きの寝台は、布に囲まれていてひっそりとしている。

「メローネ」

　やさしく呼びかけたが、答えはない。

　緊張しているのかもしれないと思うとカレルの胸も高鳴った。

「メローネ？」

　そっと天蓋から下がる布に手をかけて開くと、そこには――。

「な……馬鹿な……」

　カレルは呆然と立ち尽くした。

　新婚夫婦の寝台に、花嫁ではなく子ぶたが眠っている……。

「まさか……これは……」

　自分の目に映っているものが信じられない。

　だが、これはまさにメローネから話に聞いた『妖精の取りかえっ子』だ。

「だとしても、なぜだ」

　いまやメローネは眠っているだけの赤ん坊ではないのに、なぜいまさらこんなことが起こるのか。

　メローネは、妖精の国は人間が気軽に行き来できる場所ではないと言っていた。そして、もう戻るつもりもないと。

　それなのに、これは一体どういうことなのか。

「メローネ、メローネ！」

　どんなに呼んでも返事はない。

　隣の部屋に控えているはずの侍女になにか気づいたことがなかったか聞こうとしたが、ふたりいる侍女は床でぐったりと眠っていた。

「これは……」

　やはり、なにかが起こったのだ。

　わからないが、メローネは妖精の国へ連れ去られたに違いない。

　カレルは部屋を出てメローネをさがしに行こうと扉の取っ手に手をかけた。

　そこではっとして動きを止める。

　さがすといっても、妖精の国へなどどうやって行けばいいのか。

　なにより、新婚の夜に花嫁が消えたなど、そんな間抜けがどこにいる。

　カレルは全身から力が抜けたように扉の前に立ち尽くしてしまった。

「メローネ……」

　もう二度と会えないのだろうか……そう思った時、カレルはなぜか胸が騒ぐような落ち着かない気持ちになった。

「なんだ、これは？」

　なにかに呼ばれている、そんな気がして居ても立ってもいられず扉を開けた。

　すると、さらに胸騒ぎが強くなり、体がなにかに引っ張られるように感じてカレルは走り出した。

　中庭だ。

　なにかが中庭でカレルを呼んでいる。

　結婚祝いの夜も更け、中庭はひっそり静まりかえっている。

「メローネ？」

　まさかと思って呼んだが返事はない。

　肩を落としたところで、するするとくすのきの幹を伝って白い大蛇が降りてきた。

「森の主……」

　白蛇はゆったりと鎌首をもたげ、なにか言いたげにカレルを見ている。

　カレルはメローネが間を取り持ってくれなくても白蛇が言いたいことがわかった。

「森の主、メローネは妖精の国にいるのだろうか？」

　白蛇はしばらく金色の目でカレルを見つめていた。

「私は、メローネが自分の意思で戻ったとは思っていない。誰かに連れ去られたのなら、取り戻さなくてはいけない。彼女は私の妻なのだ」

　うなずいたように白蛇が首を下ろし、その体でするすると地面に丸く円を描くと後に小さな花が咲いた。

「これは……？」

　花がきらきらと月の光を受けて輝き、ただの土だった円の中心がぼんやりと水面のように歪みだした。そのまま見守っていると、靄がわき出してきて森の中にいるような濃密な匂いが鼻をつく。

　白蛇が円の中心をのぞき込み、それからカレルの顔を見た。

「この先は……妖精の国なのか？」

　もちろん白蛇は答えない。

　カレルは息をのんだ。

　この先が妖精の国であるなら、メローネがいるはず。

　メローネから話を聞いたことはあるが、妖精の国が具体的にどういう世界かまったく想像できていなかった。

　円の中心からはただならぬ気配が感じられる。

　童話のような世界ではないことは確かだろう。

　戻ってこられるのか……。

　カレルが戻らなければ、タルキスはどうなる。

　国王として、無謀なのかもしれない。

　振り切るようにカレルは言った。

「二度も助けてもらったこと、心より感謝する」

　カレルは白蛇に礼を言い、円の中心へ足を踏み出した。






　一瞬、気が遠くなった気がした。

　はっと我に返るとカレルは見たことのない景色に囲まれていた。

　うっすらと霧が漂う深い森の中だ。

「う……っ」

　カレルは喉が詰まるような違和感に咳き込んだ。

　土と苔、花と果物の匂いが混じり合ったような、濃密な空気が肌にまとわりつくようだ。

「ここが、妖精の国なのか……？」

　カレルは辺りを見回した。

　深い森の中で、動くものや、建物は見当たらない。

　そして、人の世と同じくいまは夜のようだ。

　空を仰ぐと木々の間から怖ろしいほど大きな満月が見えた。

　おかげで月明かりに照らされて少し先までなら見通せる。

「ここがメローネの育った世界か……」

　妖しく美しい、だが、底知れぬ怖ろしさを秘めているような場所だ。

　到底、人が無防備にいていい世界ではないと、本能的に感じる。

「妖精の国にこられたのはいいが、メローネは一体どこに……」

　まったく見当もつかない。

　そもそも右も左もわからないのだ。

　ただ、ひとつだけはっきりしていることがある。

　メローネを連れ去ったのは、おそらくトリニオンだろう。

　あのエルフ以外考えられない。

「もしや……」

　妖精王の命令で、トリニオンは昔と同じようにメローネを連れ戻したのだろうか？

　だとしたら、メローネを取り戻すことはできないのではないか、とカレルの胸に不安がよぎる。

　ただの人間でしかないカレルに、妖精王など抗える相手ではないだろう。

「いや……」

　カレルは思い直した。

　妖精王はこのことを知らないのではないか。

　彼の王は、攫われてきた赤子のメローネを人の世界に帰してくれたのだ。いまさら気が変わって連れ戻したりはしないだろう。

　ならば、逆に妖精王ならカレルを助けてくれるのではないか？

「どうにかして妖精王の助力を得ることができれば……」

　メローネを取り戻せるのではないか。

　ただ、この未知の世界では、雲を掴むような話だ。

　妖精王がどこにいるのかもわからないのだから。

　少し森を歩き、なにかが光っていると思ったらひょろりとしたキノコだった。

　青白い光を発するキノコが所々に生えている。

　特に道しるべもない。

　カレルはキノコの光を頼りに進んでいった。










「これだけ溜まれば……」

　壁からしみ出していた水をメローネはなんとかものが映る程度くらい水鏡に溜めた。

「お願い、映って」

　そう言いながら水面に息を吹きかけるが、なにも起こらない。

「水がまだ足りないの……？」

　水鏡いっぱいに水を溜めるには、あまりにも時間がかかりすぎる。一刻もはやくカレルの様子が知りたい。

「お願い……！」

　願いを込めてメローネは再び水面に息を吹きかける。すると、水面が鏡のように光り出し、なにかがぼんやり映りはじめた。

「水鏡よ、カレルさまを映して！」

　メローネの願いが届いたように水鏡に小さくカレルらしき姿が映った。しかも、よく見ると彼はタルキスの城ではなく、妖精の国にいるようだ。

「まさか……どうやって……」

　思い当たるのは、森の主だ。

　主はカレルのことを気に入っていて、タルキスの王としてとても期待していた。

　おそらく主の力を借りて、カレルは危険をおかしてメローネのことをさがしにきてくれたのだ。

　メローネははっとした。

　カレルはなにかぽつぽつとした光を頼りに歩いているようだ。

「だめ！　カレルさま、それは……！」

　その光はキノコの罠だ。

　光で獲物をおびき寄せ、森で迷わせてから弱るのを待つのだ。

　このままではカレルはキノコの苗床にされてしまう。

「カレルさま！」

　叫んでも水鏡越しではカレルには伝わらない。

「どうすれば……」

　メローネは必死で考えを巡らせた。

　カレルを助けなければ。

　そして、もう一度水鏡に息を吹きかけると、映っている景色が変わった。

　映ったのは寂しい岩場で動くものはない。

　メローネはもう一度息を吹きかけた。

　今度は草むらが映りバッタが一匹跳んでいくのが見えただけだった。

「誰か……」

　また息を吹きかけると映っているものが変わった。今度はリスたちがこちらを見ている。どうやら木の枝の窪みに水が溜まっているようだ。

「みんな、お願い！　カレルさまを助けて！」

　メローネの願いが通じたのか、リスたちは顔を見合わせ、それから木の幹を登って駆けていった。










　辺りに気を配りながら歩いているが、木々があるだけでなにもない。

　カレルは足を止め、辺りを見回したが、目につくのは光るキノコの灯りだけだ。

　しかも、まだまだ先までぽつぽつと続いている。

「どこまで続いているのだ、この灯りは……」

　歩き出そうとしたカレルの頭になにかがコツンと落ちてきた。

「なんだ？」

　足下に落ちたそれを拾おうとしてカレルは動きを止めた。

「これは……」

　落ちてきたのはツヤツヤしたドングリの実だった。だが、そのドングリの先にある地面がなんだかもぞもぞ動いているような気がして足で積もっている落ち葉を払うと、泥の沼が姿を現した。

「まさか……」

　手近な木の枝を手に取り沼に刺してみると、あっという間に呑み込まれてしまった。

「底なし沼か」

　あのまま知らずに進んでいたら足を取られ沈んでいただろう。

　カレルは沼の先にも続いているキノコの灯りを見てぞっとした。

　頭上を見ると、枝の上でなにかがちょろちょろと動いている。

「リスか？」

　そう言うと、一匹のリスがカレルの肩に飛び降りてきて、手にしていたままだった拾ったドングリをさっと奪って行ってしまった。

「なんだったんだ？　もしかして、助けてくれたのか？」

　だったら礼を言い忘れてしまった。

　いまのリスたちが助けだったのかどうか自信がないが……。

　カレルはまた歩き出した。










「よかった……」

　水鏡をのぞき込んでいたメローネは不鮮明ながらもリスたちがカレルを助けてくれたのを見て、胸をなで下ろした。

　できればカレルに安全な道を案内してほしかったが、リスにはひとつのことしか頼めない。すぐに忘れてしまうからだ。

　ひとまず微力ながらメローネはリスの力を借りて難を逃れることはできたが、まったく安心はできない。

　ここからカレルをどうすれば妖精王のもとへ導けるのか……。

　直接手を下さなくても森で迷えば人など戻れるわけがないとトリニオンは思っているはずだ。

「そんなことはさせないわ……」

　はやくしないとトリニオンはカレルをこのままにしておかないだろう。

　カレルを助けてくれるのは妖精王しかいない。

「……あ！」

　メローネは驚きのあまり声を上げた。

　ふいに水鏡が急に力をなくしてしまったようになにも映らなくなったのだ。

「どうして？」

　メローネは何度も懸命に息を吹きかけた。

　だが、水鏡にはなにも映らない。

「カレルさま！」










　キノコの灯りから離れて、カレルはより一層注意深く森を歩いていた。

　ただなんの手がかりもない状態は変わらず、それどころか今度はなんだか妖しい気配に囲まれている。

　木々の間からくすくすと笑い声が聞こえてくるが、姿は見えない。

　カレルは足を速めたが、声はずっとつきまとってくる。

「なんなんだ……」

　何度も後ろを振り返りながら歩いていたカレルは、はっとして足を止めた。見覚えのある木があったのだ。根が曲がりくねっている木で特徴があって憶えていた。

「まさか、ずっと同じところを歩いているのか？」

　その時、なにかがふっと腕に触れたような感触がした。

「なにが……」

　だが、辺りにはなんの姿もない。

　カレルは腕を擦った。

　触れたのは冷たい女の手のようだった。

　こんな森の奥に女がいるはずがない。いるとすれば妖しく人を惑わす存在だろう。

　とにかくこんなところで立ち尽くしていてはいけない。

　今度ははっきりと手を握ってきた感触があった。

「……っ！」

　カレルは思わず振り払ったが、なにもいない。

　だが、くすくすと嫌な笑い声は近づいてきている。

「く……」

　はやくここから立ち去らなければ、なにが起こるかわからない。

　今度は通った場所に目印をつけて進もうと足下の石を拾おうとしたカレルはぎくりとして動きを止めた。

　木の間に影が見えたのだ。

　なにかいる。

　しかも、さっと左右に目を配ると影はひとつではなかった。

　カレルが身構えると、ゆっくりと影が木の間から出てきた。

　それは女の姿をしているが、ぬらりと濡れた肌にボロボロの衣を纏い、トカゲのような不気味な顔をしている。

　そのおぞましさに、カレルは後ずさろうとしたが、足が動かない。

「な……っ」

　その間にも女は笑いながら近づいてくる。次々と木の間から同じ女が現れて、カレルの周りを取り囲もうとしてくる。

「くっ」

　カレルは全身の力を込めて足を動かそうとするが、まったく動かない。

　くすくすと笑いながら女たちがカレルに手を伸ばしてきた時、遠くで地響きがした。

「今度は……なんだ……」

　地響きは次第に大きくなってきて、不気味な女たちの手から逃れるためにも、この場を離れた方がいいのはもちろんだが、体が動かない。

　みしみしと落ちている木の枝を踏みつけながら、なにかが近づいてくる。

「……っ！」

　カレルは驚きに声も出なかった。

　木々の間から愛馬の三倍はあろうかという巨大な馬が現れたのだ。芦毛の毛色にうっすらと青い斑が浮かんでいて、たてがみと蹄が青白い炎のように燃えている。紺色の目を持つ馬だ。

　くすくすと笑っていた女たちが、一転してざわつきはじめた。

　そうして、その馬が恐ろしいほどの威圧感で膝をつくカレルの前に立ちはだかった。

　女たちとはまた違う異様な姿だ。

　その巨大馬がゆっくりとカレルに近づいてきて鼻面を寄せてくる。

　カレルは息をのんだ。

　このまま食われるのかもしれない。

　だが、馬は甘えるように鼻を鳴らしはじめた。

　それから顔を上げ、空気が震えるようないななきを上げると、女たちが悲鳴を上げ、その不気味な姿が溶けるように消えた。

「助けて……くれたのか？」

　いつの間にか体が動くようになっていたが、巨大馬がカレルの胸元の辺りをふんふんと嗅いでいてじっとしているしかない。

「な、なんだ？」

　鼻息に吹き飛ばされそうなくらい、馬は執拗に匂いを嗅いでくる。

　カレルははっとした。

　上着の隠しにメローネのハンカチを入れたままにしていたことを思い出したのだ。

「これか」

　ハンカチを取り出し巨大馬に差し出した。

　メローネが刺繍し、その涙を拭いたままのハンカチの匂いを嗅いで巨大馬は目を細めている。

「もしかして、メローネのことを知っているのか？」

　あまりの恐ろしい姿にてっきり襲われると思ったが、この馬はメローネのことを知っていて、カレルを助けてくれたのだろう。

「ありがとう。できれば、メローネの居場所をおしえてくれると助かるのだが……」

　言葉は通じないと思っていても、カレルが話しかけると、馬が鼻面でハンカチを気にしはじめた。

「これを開けというのか？」

　たたまれているハンカチを開くと、メローネの刺繍が広がった。

　カレルは刺繍されている色とりどりの花を指でなぞる。

　これは魚かと言うとメローネは頬を膨らませてすねてしまった。そんなささやかな記憶がよみがえり、胸が切なく痛む。

　だが、やはりこうして改めて見ても、小魚としか思えない。

　そう思った途端、刺繍が淡く光り出した。

「なんだ……？」

　カレルがぎょっとするとハンカチから光る小魚が次々に飛び出した。そして、群れをなし一直線に森の奥に飛んでいく。

「これは……」

　メローネの手がかりかもしれない。

　ここは妖精の国だ。

　なにが起こっても不思議ではない。

　巨大馬も後を追えと促しているように思えた。

「待ってくれ！」

　カレルは巨大馬と別れ、光る魚を追って走った。

　しばらく走るとここにきてはじめて建物が見えた。

　石造りの塔のようなものが森の木々の上から顔を出しそびえ立っている。カレルは足を速めて森を進んだ。ようやく開けた場所に出て、見たこともない高さの塔にたどり着いた。

「もしやここに……」

　メローネが囚われているのかもしれない、と思ったが、塔には入り口どころか窓も見当たらない。

「どこかに入り口があるはずだが」

　辺りを見回した時、カレルの頭上を旋回していた光る魚たちが塔の壁へと突撃した。魚たちは消え、入り口がぽっかりと口を開けるように現れた。

　ハンカチを見ると刺繍が戻ってきていた。

　ほっとしてカレルはハンカチを丁寧にたたんで上着の隠しにしまった。

　カレルは迷わず塔の入り口に足を踏み入れた。

「メローネ、いるのか？」

　そこは薄暗く、がらんとした広間のようになっていてなにもなかった。

「階段があるのか……？」

　さがそうとしたカレルの視線の先に突然トリニオンが現れた。

「トリニオン……」

　妖精の騎士は城で見た時と姿がさらに変わっているような気がする。美貌はそのままだが、凄みが増している。

「どうやってここまできた、人の王よ」

「森の主の助けによって」

　トリニオンが冴え冴えとした美貌を曇らせた。

「……白銀の蛇の王か……まあ、こんなことができるのは、あの者しかいないだろうな」

　やはりあの森の主はエルフでも一目置く存在なのだ。

　その主が力を貸してくれたのだから、カレルがここまできたことはやはり間違いではないと思えた。

「それで、人の王よ、ここでメローネをあきらめて帰ると言うなら、無事におまえの国に戻してやろう」

　どうだ？　とトリニオンが顎を上げてカレルを見る。

「断る」

　カレルははっきりと一言で答えた。

　そもそもあきらめるつもりなら、こんなところまで追ってきたりはしない。

「なぜだ？　メローネにこだわる必要はないはずだ。確かに人の世では希有な存在だが、誰もがありがたがるわけではないことを私は知っているぞ」

　メローネが慣れない暮らしの中、奇異な目で見られたり、心ない噂をされたりしたことも知っている、とトリニオンは続けた。

「ひどい話だ。メローネはやはり妖精の国で生きていく方がいい。ここでなら、人の世よりも気兼ねなく暮らせる」

「メローネは自分で人の世界で暮らすことを選んだのだ。それをいまさら無下にするのか？」

「……おまえは、メローネがなぜタルキスのような国に嫁ぐと決めたのか、知っているのか？　ロンダルシアに居づらかったのだ。メローネは攫われて十六年間行方が知れなかったことを伏せられていた。病の療養と称して離宮で育ったとされていたのだ。ロンダルシアの国王はずっと秘密裏に娘をさがさせていたが、公にはしていなかった。だが、隠し通せるものではない。病弱とはいえ一度も王宮に姿を現さない、誰も見たとのない王女などいるわけがないのだからな」

　メローネはそこまで話さなかったが、カレルはなんとなく察していた。

　いつも明るく振る舞っていたが、きっとつらい思いもしたのだろうと。

「そんな思いはもうさせない。私がついている」

「もちろんそれもあった。白銀の蛇の王がメローネに助けを求めたからだ。あの忌々しい呪詛は、妖精の国にも悪影響を及ぼす恐れがあったからな」

　そこでトリニオンは言葉を切った。

「だが、その呪詛の穢れも浄化した。メローネがおまえの国にとどまる理由はもうない」

「メローネはこれからも私とともにタルキスの地で暮らしていくと誓ってくれた」

「人の誓いなどなんの当てにもならない」

　吐き捨てるようにトリニオンが言う。そして、嫌悪の浮かんだ顔から、がらりと変え柔和な表情を浮かべた。

「では、メローネをあきらめれば好きなだけ金銀財宝をやろう。それを持って帰って国を豊かにしろ。もう苦労もない、民たちも満ち足りた生活が送れる。そうなればおまえにもいくらでも縁談が舞い込むぞ」

　高笑いしたトリニオンがゆっくりと近づいてきた。

　彼が歩く度、信じられないことに金貨と銀貨が足跡からざくざくと湧いてくる。だが、カレルは首を縦には振らなかった。

「なにを差し出されてもメローネには替えられない」

　にやりとトリニオンが口の端を歪めた。

「では、おまえの命ならどうだ？」

　床にあふれていた金貨や銀貨が塵のように消え、今度もどこから出したのか、トリニオンがなにかの壺を取り出した。

「これがなんだかわかるか？」

　壺は鉢植えなのか、黒い土が詰められていてそこに気味の悪い草が生えている。

「それがどうした」

「よく見るといい」

　トリニオンが壺を持った手を差し出してきて、不審に思いつつもカレルは目をこらした。

「な……」

　草の根元には灰色のごつごつとした球根のようなものがあると思ったが、よく見ると人の顔に見えなくもない。しかも、嘆きの表情を模したようであきらかに不吉な形をしている。

「これはマンドラゴラという妖精の国にしか生えない植物だ。根は人の姿に似ている」

　そう言いながらトリニオンはそのマンドラゴラの茎を無造作に掴んだ。

「引き抜くと、マンドラゴラは恐ろしい悲鳴を上げ、それを聞いた者は死んでしまう」

　カレルは目を瞠った。

「あらかじめ言っておくが、エルフに死の悲鳴は効かない。つまり、ここでこのマンドラゴラを抜けば死ぬのはおまえだけだ、人の王よ」

　ぐっと茎を握るトリニオンの手に力が込められたのがわかった。

「これが最後の通告だ。メローネのことをあきらめて自分の国へ帰れ」

　カレルは動じずに言った。

「……それを抜くというなら、抜けばいい」

「なんだと？」

　トリニオンが不可解そうに眉を寄せてカレルを見る。

「手で耳を塞いでも防げない死の悲鳴だぞ？　マンドラゴラが悲鳴を上げた場所に居合わせた者はどんな者でも死ぬ」

　カレルはなにも言わずただトリニオンを見返した。

「ここでおまえが戻れなければ、あの国はどうなる？　それこそあの反乱を起こした貴族どもの思う壺だ。ようやく建て直してきた国土はまた荒れ、民たちは苦しむのだぞ。ここまでメローネを追ってきたこともそうだ、王として軽率な行動ではないのか？」

「なんと言われようと私の心は変わらない。抜くなら抜けばいい」

　恐怖など感じない。

　はじめからカレルを殺すつもりなら、エルフでありこの妖精の国のことを知り尽くしているトリニオンにはいつでもできたはずだ。

　こんな回りくどいことをする必要はない。

　これは脅しだ。

　現にトリニオンは一向にマンドラゴラを抜こうとしない。

　カレルは落ち着いた声で言った。

「貴殿にはメローネが悲しむようなことはできない。そうだろう？　あの結婚の祝いの宴で貴殿が披露してくれた歌は、真実メローネのしあわせを願ったものだった」

　すっとトリニオンが真顔になる。

「ずいぶんとうぬぼれたものだな。おまえは、自分が死ぬとメローネが悲しむと思っているのか？」

「貴殿こそ、メローネが私が死んでも悲しまない、なんの情もない冷たい人間だと思っているのか？」

　そこでふっとトリニオンの体の力が抜けたような気配がした。その証拠に、手にした壺が幻のように消えた。

「……人の王、おまえの言う通りだ。悲しみはメローネの心を壊すだろう」

　トリニオンたち妖精は、メローネが妖精国から戻っても心をなくさないようにティアラが木の実としてなるのを待ってくれていたのだ。

「人の王よ、私は妖精国からいつでも見ている。メローネを悲しませるな……」

　ゆっくりとトリニオンの姿が薄れるとともに、石造りの塔も消えてしまった。

　そして、カレルは夢から覚めたようになにもない草原に立っていた。

　また振り出しに戻ったのだろうか、と思った時、メローネの姿が見えた。

「メローネ！」

「カレルさま！」

　メローネが腕に飛び込んできたのをカレルは受け止めた。

　想いを込めて抱きしめる。

「メローネ、よかった」

「カレルさまこそご無事で……」

　メローネもトリニオンに連れ去られあの塔に閉じ込められていたが、気づくとカレルと同じように草原に立っていたという。

「途切れ途切れでしたけど、水鏡で見ていました、カレルさまのこと」

　そう言われてカレルは頭を掻いた。

「みっともない姿を見せてしまったかな」

「そんなこと……ありません」

　メローネが涙を滲ませたのをカレルがまたハンカチでぬぐった。

「そういえば、不思議なことが起きたんだ。このハンカチの刺繍がメローネのもとに導いてくれた」

「きっと刺繍をおしえてくれたマリーのおかげです」

　彼女が想いを込めて刺繍をすることをおしえてくれたのだ。

　そのいろいろな思いがふたりを助け、こうして再び会うことができた。

　それを忘れてはいけないと、カレルは強く思った。

「だが、こうして会えたのはいいが、どうやって戻れば……」

「妖精王の力をお借りするしかありません。会いに行きましょう」

　メローネがカレルの手を取り歩きはじめた。その足取りに迷いはなく、メローネは森に入り進んでいく。

「足下に気をつけてくださいね」

「そういえば、森で巨大な馬にも助けられた」

　燃えさかる青い炎のような巨大馬だった、と言うとメローネは目を輝かせた。

「リムニールだわ。あの子の本来の姿は水馬という妖精で、普段は北の湖に住んでいて後ろ足は魚なのです。見かけによらずとてもやさしい子で、きっとカレルさまがわたくしの大切な方だとわかったのです」

　メローネは幼い頃からあの馬に乗って森を駆けたりしていた、と言った。

　なるほど、あのリムニールという馬を乗りこなすことができれば、人の世の馬を乗りこなすことなど簡単だろう。

「もうすぐです」

　メローネといると、不思議と妖精の森もおどろおどろしくは感じられなかった。

　先ほどは気づかなかったが、所々には小さなかわいらしい花も咲いている。

　銀色の毛並みを持つ狐が飛び出してきた。

「まあ！　久しぶりね」

　次から次に三匹の子狐がメローネにじゃれついてきている。

「元気そうでよかった……また会えてうれしいわ」

　メローネが子狐たちを抱きしめると、皆おとなしく体をすり寄せている。

　その様子を見事な毛並みの銀狐が岩の上にじっと座って見ていた。子狐たちの母親なのだろう。

「狐のお母さま、お騒がせして申し訳ありませんでした。この方がわたくしの夫、タルキスのカレル国王陛下です」

　銀狐はうなずくかのごとくゆっくりと瞬きをした。

　物言わぬ狐なれど、その目の奥はすべてを見通しているかのようだ。

　メローネがカレルを振り返る。

「彼女には子どもの頃からずいぶんお世話になったのです。また会えるなんて思っていませんでした」

　子狐が一匹、カレルの肩に飛び乗ってきて顔をのぞき込んできた。

　銀狐が空高く響くようにひと鳴きすると、子狐たちがメローネから離れていった。

　優雅に飛び跳ねながら母狐の周りに集まり、一度皆でこちらを見てから森の奥へ去っていった。

　その姿を見送っていたメローネは、カレルが声をかける前に振り返る。

「もう二度と会えないと思っていたのに、また会えました。これは、うれしいことです。悲しいことではないのです」

　その言葉通り、メローネは晴れ晴れとした顔をしている。

「さあ、参りましょう」

　曲がりくねった小道を行くと、その先にぼんやりとした光が見えた。






　ようやくメローネは足を止めた。

「妖精王……」

　空を仰ぐようにして育ての親を見る。

　妖精王とは、その枝葉が天を覆うほどの大樹なのだ。

　辺りを虹色に照らし、人の世のはじまりよりも前からここにたたずんでいる。

　別れを告げてからまだ二年しか経っていないのに、懐かしかった。

　メローネは赤ん坊の頃、妖精王の枝の先についたあの葉っぱをゆりかごにして育った。眠る時はやさしく枝を揺らしてくれたものだ。

「またお会いできるなんて……」

　メローネが木肌に身を寄せるとさわさわと葉っぱがざわめいた。

　少し離れたところに立つカレルがなんらか言いたげにこちらを見ている。

　やさしい人なのだ、無理に人の世に戻ることはないと言いたいのだろう。

　メローネはもう一度大樹を振り仰いだ。

　育ての親ともいえる妖精の王。

　またこうして会えると思っていなかった。

　もちろん離れがたい思いでいっぱいだった。

　だが、メローネはカレルとともに暮らしていくと心に決めたのだ。その決意が伝わったのか、妖精王からあたたかな気配が流れてきて胸に染みこんでいった。

「ありがとう……」

　メローネはそっと体を離し、振り返った。

　カレルが待ってくれている。

「メローネ」

「さあ、戻りましょう。ふたりで、タルキスの地へ」

　メローネは再びカレルの手を取った。










　カレルは一度振り返り、妖精王を見た。

　巨木はただたたずむようにしてそこにあり、そして、これからもずっとあるのだろう。

「カレルさま」

　メローネが呼んでいる。

　妖精王の育てた小さな娘。

　ずっとこの手を離さない、とカレルはひとり心で誓った。

　メローネに導かれ、ふたりで妖精王の森を抜け、所々木の根がうねっている地面を注意しながら歩き、小川をまたいで進んだ。

「カレルさま、以前お話しした、もうすぐ赤ちゃんが生まれる騎士のことを憶えておいでですか？」

「ああ、憶えている」

　話す機会はなかったが、ロンダルシアの騎士は皆清廉そうだった。

「彼は、八歳の時、わたくしの将来の騎士となる見習い騎士でした。そして、わたくしが攫われた時、彼は隣の部屋にいたのです。だから、わたくしが行方知れずの間、自分を責めていたのだと思います。ずっと結婚せずにわたくしをさがしてくれていました。そうして、わたくしが戻ってきて、彼はやっと婚約者と結婚できたのです」

　メローネは、この度のタルキスへの随従も、はじめは断ったという。

　国で身重の妻の傍にいるように、と説得したが、彼は頑として首を縦に振らなかった。

　あまりにも、自分の姫になにもできなかったから、と。

「わたくしは、妖精の国から戻ってきて本当によかったと思いました」

　だから、気にしないでほしい。

　そう言いたいのだ、メローネは。

　そんなことを話していると目的地についたのか、メローネが振り返った。

「こちらです」

　メローネがカレルの手を引いて向かったのは、一面の花畑だった。月の光の下、見たこともない色とりどりの花が咲き乱れている。

「美しい花が咲いているな」

　不思議な香りが鼻をくすぐり、カレルは思わずくしゃみをした。

「大丈夫ですか？」

「ああ、すまない」

　メローネが微笑みながら手近にあった草を摘み、なにかつぶやきながらカレルの顔の前で振ると、不思議な香りが遠ざかった。

「やはり少し香りが強すぎるようですね。ここは、まれに眠っている人が夢で迷い込んでくる場所だそうですから」

　人が夢の中で見る花畑とはここのことらしい。

　カレル自身は見た覚えはないが、美しい花畑に行ったという夢の話はよく聞く。

「夢に迷い込んでくるのは人の意識なので、この花畑で眠ると何事もなく人の世で目を覚ますそうです」

　だが、ここで眠らずに先へ進んでしまうと、もう人の世ではずっと眠ったまま目を覚ますことはないらしい。

　カレルは気になった。

「この先へ進んだ者はどうなるのだ？」

　そう聞くとメローネは少し悲しそうに答えた。

「やがて人としての意識が薄れ、森の中で蝶やトンボなどに変わってしまうのだとわたくしは聞きました」

「そんなことが……」

　あえて口には出さなかったが、やはり妖精の国とは人の世の理とはかけ離れた場所なのだ。

「ですが、ご安心ください。そういうことは滅多にないらしいので」

「私も気をつけよう」

　冗談が通じたのか、メローネがおかしそうに笑った。

　そうして、花畑の中心の辺りにきた時、そこに大きな花が咲いていることに気づいた。

「夢の花です。ここで眠れば、目が覚めた時お城に戻っているそうです」

　巨大な木に、巨大な馬。

　だから、こんな巨大な花があってもおかしくない、とカレルは驚かなかった。

「メローネがロンダルシアに戻った時もこうして同じようにしたのか？」

「いいえ、わたくしが戻った時は、トリニオンが人の世まで送り届けてくれました」

　トリニオンは人の世と妖精の国をあっという間に行き来できる翼のある白馬を呼び出して操ることができるからだとメローネは話した。

　今回はさすがにトリニオンの力は借りられない。

「だから妖精王が取りはからってくれたのか」

「はい、これならふたりで同じ場所に戻れるからと、目が覚めた時に、ふたりでいるはずの……褥に」

　カレルはどきりとした。

　メローネも目をそらし、心なしか恥ずかしそうにしている。

　なんとなくそわそわしながらふたりは花の中心へと進んだ。

「な、なんだか足下がふわふわしているな」

「花粉の褥ですから。まるでミツバチになったようですね」

　そんなことを話していると開いていた花がつぼみのように閉じていった。

「花が……」

「大丈夫です。さあ、眠りましょう」

　メローネが腰を下ろし、カレルを見上げる。

　花びらを通して月明かりにうっすらと照らされるメローネは得も言われぬほど美しかった。

　カレルもメローネの隣に腰を下ろした。

　つぼみの中はふたりきりだ。

「……メローネ」

　カレルが頬に手を添えると、メローネがそっと目を閉じた。

　まるで夢のように甘いはじめての夜をふたりは妖精の国で迎えた。
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　そして――

　メローネがカレルの妃になってから、一年。

　カレルの提案で、メローネは妖精の国で育ったことを公にした。

　その頃には誰もがメローネの少し変わったところに慣れていて、拍子抜けするほどすんなり受け入れられたという。
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